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は
じ
め
に

　

本
稿
の
目
的
は
、
戦
前
期
早
稲
田
大
学
の
台
湾
人
留
学
生
数
の
推
移
・
進
路
を
分
析
し
、
台
湾
人
留
学
生
の
実
態
を
考
察
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

現
地
の
教
育
機
関
不
足
や
個
人
の
立
身
出
世
な
ど
、
日
本
に
留
学
す
る
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
戦
前
期
、
中
国
（
満
洲
・
関
東
州

を
含
む
）
か
ら
の
留
学
生
と
当
時
日
本
の
統
治
下
に
お
か
れ
て
い
た
台
湾
・
朝
鮮
出
身
の
「
外
地
学
生１
」
が
早
稲
田
大
学
で
数
多
く
学
ん

で
い
た
。
そ
の
中
で
、
台
湾
人
留
学
生
の
大
半
は
帰
郷
後
、
社
会
中
堅
と
し
て
財
界
、
法
曹
界
、
新
聞
関
係
な
ど
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し

た
。
ま
た
、
彼
ら
の
一
部
は
在
学
中
か
ら
近
代
台
湾
の
諸
啓
蒙
運
動
の
重
要
な
旗
手
と
し
て
、
ア
ジ
ア
相
互
理
解
の
架
け
橋
と
し
て
重
要

な
役
目
を
演
じ
た
。

戦
前
期
早
稲
田
大
学
の
台
湾
人
留
学
生

紀
　

旭

峰
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戦
前
期
早
稲
田
大
学
の
台
湾
人
留
学
生
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
は
、
回
想
録
な
ど
は
数
多
く
あ
る
が
、
早
稲
田
大
学
台
湾
人

留
学
生
の
全
体
像
を
扱
う
論
考
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
一
方
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
で
は
、「『
外
地
』
出
身
学
生
」（
第
四
巻
第
一

四
章
「
留
日
学
生
と
来
学
の
外
国
人
」）
の
中
で
、
一
九
二
五
年
か
ら
一
九
四
八
年
ま
で
の
台
湾
人
在
学
生
数
の
変
遷
を
整
理
し
、
植
民
地
期

台
湾
に
お
け
る
「
進
学
ル
ー
ト
の
不
連
続
」
と
い
う
植
民
地
で
の
教
育
差
別
問
題
点
を
提
起
し
て
い
る２
。
し
か
し
、
台
湾
人
留
学
生
の
諸

啓
蒙
運
動
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
状
況
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
筆
者
は
、
大
正
期
ま
で
の
早
稲
田
大
学
の
台

湾
人
留
学
生
と
彼
ら
の
諸
運
動
、
台
湾
総
督
府
の
留
学
生
政
策
を
中
心
に
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
が３
、
昭
和
期
に
つ
い
て
の
検
討
は
残
っ

て
い
る
。

　

上
記
の
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
本
稿
で
は
戦
前
期
、
早
稲
田
大
学
に
留
学
し
た
台
湾
人
の
実
態
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

一
．
台
湾
人
の
早
稲
田
大
学
留
学
の
歴
史
的
展
開

㈠　

早
稲
田
大
学
の
外
国
人
・
外
地
留
学
生
受
け
入
れ

　

台
湾
人
留
学
生
を
検
証
す
る
前
に
、
ま
ず
、
早
稲
田
大
学
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
受
け
入
れ
を
概
観
す
る
。
戦
前
期
の
早
稲
田
大
学
へ

留
学
し
た
ア
ジ
ア
人
留
学
生
は
、
ほ
と
ん
ど
中
国
、
朝
鮮
と
台
湾
か
ら
の
留
学
生
が
占
め
て
い
た
。
し
か
し
彼
ら
が
日
本
を
留
学
先
と
し

て
選
ん
だ
理
由
は
、
そ
の
大
半
が
「
日
本
の
社
会
・
文
化
そ
の
も
の
を
学
び
取
る
こ
と
よ
り
も
、
む
し
ろ
日
本
が
吸
収
し
た
欧
米
の
技
術

や
制
度
・
思
想
・
文
化
な
ど
を
よ
り
効
率
的
に
摂
取
す
る
た
め
で
あ
っ
た４
」。

　

中
国
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
高
度
的
・
専
門
的
知
識
を
効
率
的
に
習
得
し
た
い
と
い
う
向
学
心
に
加
え
、
当
時
の
清
朝
が
日
本
に
留

学
生
派
遣
政
策
を
導
入
し
た
こ
と
を
背
景
と
し
て
、
日
本
留
学
を
目
指
す
中
国
人
が
次
第
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、
校
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外
生
を
除
け
ば
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
中
国
人
の
第
一
号
は
一
九
〇
二
年
の
富
士
英

（
邦
語
政
治
）
で
、
そ
の
次
の
卒
業
生
は
翌
一
九
〇
三
年
に
は
金
邦
平
（
英
語
政
治
）
と

唐
寶
鍔
（
邦
語
行
政
）
の
二
人
で
あ
っ
た
。
上
記
の
三
人
は
い
ず
れ
も
卒
業
後
、
引
き

続
き
政
治
経
済
学
部
に
進
学
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
初
期
の
中
国
人
留
学
生
の
中
に
は
、

上
記
の
三
人
の
よ
う
に
複
数
の
学
科
を
卒
業
し
た
例
が
多
く
み
ら
れ
る
。
一
方
、
従
来

の
立
身
出
世
コ
ー
ス
と
し
て
の
科
挙
制
度
が
一
九
〇
五
年
に
廃
止
さ
れ
た
影
響
も
あ

り
、
日
本
に
留
学
す
る
中
国
人
は
ま
す
ま
す
増
加
し
た５
。
こ
う
し
た
中
国
人
留
学
生
の

急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
大
隈
重
信
は
「
東
西
文
明
の
調
和
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

掲
げ
、
中
国
で
の
必
要
と
さ
れ
る
人
材
の
育
成
に
主
導
的
な
役
割
を
果
た
そ
う
と
し

た
。
そ
の
具
体
的
政
策
と
し
て
、
早
稲
田
大
学
は
一
九
〇
四
年
の
法
政
大
学
清
国
留
学

生
法
政
速
成
科
と
明
治
大
学
経
緯
学
堂
に
次
い
で
、
一
九
〇
五
年
に
清
国
留
学
生
部
を

創
設
し
、
中
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た６
。
一
九
一
〇
年
に
清
国
留
学
生
部

の
時
代
的
役
目
は
終
焉
を
迎
え
た
も
の
の
、
近
代
中
国
の
官
僚
・
法
律
・
教
育
の
人
材

育
成
に
大
き
く
貢
献
し
た７
。

　

早
稲
田
大
学
に
留
学
し
た
最
初
の
朝
鮮
人
は
、
一
八
八
二
年
に
政
治
学
科
に
二
名
の

朝
鮮
人
が
志
願
し
た
記
録
が
あ
る
が
、
朝
鮮
人
卒
業
生
の
第
一
号
は
、
一
八
九
七
年
に

邦
語
政
治
科
を
卒
業
し
た
洪
奭
鉉
で
あ
る８
。
最
初
の
台
湾
人
卒
業
生
は
一
九
一
五
年
の

林
時
珍
（
専
門
部
法
律
科
）、
黄
毓
材
・
鄭
其
芹
（
専
門
部
政
治
経
済
科
）
の
三
人
で
あ
る
。
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［表①］　アジア人卒業生数の推移

【出典】 　［表①］は各年度の『早稲田学報』の「卒業生」と『会員名簿（昭和十八年用）』早稲田大学
校友会、1943年に基づいて整理したものである。
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さ
て
、
早
稲
田
大
学
は
各
学
部
へ
の
女
子
学
生
の
入
学
を
許
可
し
た
の
は
一
九
三
九
年
一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
二
年
後
、
つ
ま
り
一
九

四
一
年
四
月
に
最
初
の
女
子
留
学
生
王
汝
蘭
、
黎
青
竹
、
戒
清
松
が
入
学
す
る
。
こ
の
三
名
は
い
ず
れ
も
中
国
人
で
、
文
学
部
に
進
学
し

た９
。
一
方
、
朝
鮮
か
ら
は
聴
講
生
と
し
て
二
名
入
学
し
た
も
の
の
、
名
前
と
入
学
・
中
退
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
いＡ
。

　

当
時
、
早
稲
田
大
学
と
同
様
に
、
明
治
大
学
に
も
多
く
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
が
通
っ
て
い
たＢ
。
明
治
大
学
の
場
合
は
法
科
を
選
択
し
た

留
学
生
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、「
当
時
の
﹇
東
京
﹈
専
門
学
校
は
、
明
治
﹇
法
律
学
校
﹈
や
専
修
学
校
な
ど
よ
り
法
律
は
劣
て
居
た
か

も
知
ら
ぬ
が
、
政
治
経
済
は
盛
ん
で
あ
るＣ
」
と
い
う
評
価
の
影
響
も
あ
っ
て
か
、
早
稲
田
大
学
の
ア
ジ
ア
人
留
学
生
の
内
訳
は
政
治
経
済

科
、
と
り
わ
け
専
門
部
が
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
。
以
下
の
文
脈
を
通
じ
て
、「
群
雄
割
拠
」
の
専
門
部
政
治
経
済
科
の
学
風
と
学
生

の
性
質
を
あ
る
程
度
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
同
じ
政
治
科
の
内
で
も
殊
に
邦
語
政
治
科
、
普
通
に
専
門
部
と
云
は
れ
て
居
る
処
で
、
茲
に
最
も
多
く
そ
の
名
残
を
止
め
て
居
る
。
専
門
部
は
中

学
卒
業
程
度
の
学
力
の
あ
る
も
の
を
直
ち
に
収
容
す
る
処
で
、
云
は
ゞ
一
種
の
速
成
科
の
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
大
学
部
の
学
生
が
規
則
立
つ
た
高

等
予
科
の
一
年
半
を
経
て
、
何
処
と
な
く
無
邪
気
な
若
々
し
い
学
生
ら
し
い
気
分
に
包
ま
れ
て
居
る
の
に
引
き
較
べ
て
、
入
学
資
格
が
自
由
で
且
つ

速
成
を
期
す
る
科
で
あ
る
が
為
に
、
比
較
的
に
支（

マ
マ
）

那
人
や
老
書
生
の
や
う
な
正
則
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
。
…
（
中
略
）
…
そ
の

結
果
、
早
稲
田
の
特
色
で
あ
る
玉
石
混
淆
は
最
も
著
し
く
そ
の
事
実
を
政
治
科
に
発
見
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
壮
士
然
た
る
豪
傑
が
居
る
一
方
に
は
、

真
面
目
な
研
究
者
も
居
る
。
又
亜
米
利
加
で
五
六
年
実
業
に
従
事
し
て
居
た
と
か
云
ふ
大
器
晩
成
の
熱
心
家
が
居
る
か
と
思
へ
ば
、
大
学
部
に
も
見

ら
れ
ぬ
ほ
ど
の
隠
れ
た
秀
才
が
孜
々
と
し
て
研
究
を
励
ん
で
居
る
。
群
雄
割
拠
は
専
門
部
の
生
命
で
あ
るＤ
」（
傍
線
、
筆
者
）

　

中
国
人
留
学
生
の
変
遷
に
つ
い
て
、
中
国
人
留
学
生
に
対
す
る
管
理
の
強
化
、
欧
米
留
学
の
増
加
、
日
中
両
国
間
の
緊
張
関
係
の
度
合

い
な
ど
種
々
の
要
因
が
重
な
っ
て
、
中
国
人
留
学
生
数
は
増
加
と
減
少
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
満
洲
事
変
以
降
に
な
る

と
、
満
洲
に
必
要
な
人
材
育
成
に
貢
献
し
よ
う
と
い
う
政
策
の
影
響
でＥ
、
満
洲
国
留
学
生
が
激
増
し
たＦ
。
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他
方
、
当
時
日
本
の
統
治
下
に
お
か

れ
て
い
た
朝
鮮
と
台
湾
の
場
合
、
日
本

へ
の
留
学
に
は
増
加
の
傾
向
が
続
い
て

い
た
。
朝
鮮
人
留
学
生
数
の
推
移
は
、

韓
国
併
合
、
三
・
一
独
立
運
動
、
戦
時

体
制
な
ど
の
影
響
で
留
学
生
数
が
減
少

す
る
年
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
基
本
的

に
朝
鮮
人
留
学
生
数
の
推
移
は
増
加
の

傾
向
を
維
持
し
て
い
た
。
と
く
に
、
一

九
二
二
年
の
第
二
次
朝
鮮
教
育
令
公
布

後
、
朝
鮮
と
内
地
と
の
進
学
ル
ー
ト
の

不
連
続
が
解
消
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
増

加
は
著
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
台
湾
人

留
学
生
の
推
移
は
後
述
す
る
が
、﹇
表

③
﹈
を
通
じ
て
、
朝
鮮
人
在
学
生
は
台

湾
人
在
学
生
よ
り
か
な
り
多
か
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
、
中
高
等
教

育
機
関
の
整
備
を
は
じ
め
台
湾
に
お
け

［表②］　早稲田大学アジア人留学生の傾向

地域別
時期

中　　国 朝　　鮮 台　　湾

明治後期

①清国留学生部が設置
②専門部政治経済科が主
流
③一部の専門部卒業生が
学部に進学

①専門部政治経済科に集
中

該当者なし

大正期

①専門部政治経済科が依
然として大半を占める
②政治経済学部が２位
③法科がやや減少

①専門部政治経済科が主
流
②政治経済学部が漸増
③専門部商科・法学部・
文学部への留学が現れ

①数が少ない
②専門部政治経済科が主
流

昭和期
（満洲国成立前）

①留学生全体数に減少の
傾向がある
②政治経済科（専門部と
学部）が多い

①専門部政治経済科が多
い
②政治経済学部と専門部
法科・専門部商科が増
加
③文学部が漸増

①専門部政治経済科が多
い
②専門部法科、法学部が
漸増
③文学部への留学が現れ

昭和期
（満洲国成立後）

①中国からの留学生が激
減
②満洲国留学生が激増
③満洲国留学生が政治経
済科（専門部と学部）
に集中
④専門部法科と法学部が
一定の比率を維持

①政治経済科（専門部と
学部）がほぼ横這い
②専門部法科と法学部が
政治経済科を凌ぐ
③専門部商科、商学部、
理工学部、文学部が漸
増

①専門部政治経済科が依
然として多い
②専門部商科が急増
③専門部法科、法学部、
商学部、理工学部がや
や増加の傾向

【出典】 　［表②］は『会員名簿（昭和十八年用）』早稲田大学校友会、1943年に基づいて整理したも
のである。
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［表③］　戦前期早稲田大学の台湾人・朝鮮人在学生徒数の変遷

学科
年度・地域

学　部 専門部 高等学院 高等師範
専門学校・
その他

合　計

1912年
台湾 1
朝鮮 37

1913年
台湾 5
朝鮮 39

1914年
台湾 9
朝鮮 50

1915年
台湾 12
朝鮮 40

1916年
台湾 13
朝鮮 48

1917年
台湾 21
朝鮮 61

1918年
台湾 19
朝鮮 69

1919年
台湾 24
朝鮮 74

1920年
台湾 17
朝鮮 59

1921年
台湾 19
朝鮮 80

1922年
台湾 22
朝鮮 83

1923年
台湾 30
朝鮮 92

1924年
台湾 29
朝鮮 215

1925年
台湾 9 11 13 1 0 34
朝鮮 28 62 22 15 3 130

1926年
台湾 14 12 12 1 1 40
朝鮮 32 79 31 12 6 160

1927年
台湾 13 11 12 1 2 39
朝鮮 28 60 30 12 5 135

1928年
台湾 12 9 31 3 2 57
朝鮮 33 58 72 7 4 174

1929年
台湾 9 19 30 2 0 60
朝鮮 23 55 66 7 6 157

1930年
台湾 12 15 34 2 1 64
朝鮮 35 49 27 4 2 117
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1931年
台湾 26 17 41 2 1 87
朝鮮 65 51 46 3 9 174

1932年
台湾 37 18 23 1 0 79
朝鮮 65 48 46 3 5 171

1933年
台湾 43 30 22 2 0 97
朝鮮 56 67 52 4 9 188

1934年
台湾 31 48 27 1 0 107
朝鮮 49 82 61 4 9 205

1935年
台湾 32 57 34 0 1 124
朝鮮 46 97 71 4 13 231

1936年
台湾 28 58 31 1 1 119
朝鮮 68 117 106 3 11 305

1937年
台湾 40 76 15 1 0 132
朝鮮 118 200 119 5 21 463

1938年
台湾 40 79 10 1 1 131
朝鮮 141 223 111 7 29 511

1939年
台湾 37 81 7 0 4 129
朝鮮 175 239 85 3 39 541

1940年
台湾 30 83 22 0 8 143
朝鮮 191 203 66 5 45 510

1941年
台湾 19 58 14 1 6 98
朝鮮 120 71 78 5 37 311

1942年
台湾 27 73 9 2 17 128
朝鮮 102 42 76 8 35 263

1943年
台湾 27 106 13 2 21 169
朝鮮 103 98 83 8 75 366

1944年
台湾 22 72 19 2 17 132
朝鮮 77 55 51 5 51 239

1945年
台湾 27 25 7 1 28 88
朝鮮 88 30 8 3 121 250

注 ）①台湾人の在籍が確認できるのは1912年であるため、本表は1912年から1945年までの台湾人
と朝鮮人の在学生数を整理した。②1912～22年は６月現在、1923～24年・1927～36年・1941～
42年は３月現在、1925年は５月現在、1926年は12月現在、1937～40年は２月現在、1943～44年
は４月現在、1945年は１月現在の人数である。③1912年、1914～24年のデータは、各年度の『早
稲田学報』に掲載されている「現在学生府県現在表」より、1913年のデータは早稲田大学編輯
部『創立三十年紀念：早稲田大学創業録』（早稲田大学出版部、1913年）に掲載された「学生
府県別調」より整理したものである。なお、1912年～1924年の所属（内訳）は不明である。

【出典】 　早稲田大学大学史資料センター所蔵［３号館旧蔵資料］：「月末早稲田大学学生現在表」
（61：41-04［旧723］）、各年度「現在学生府県別表」『早稲田学報』、「表57：早稲田大学の
外地学生・生徒数」『早稲田大学百年史』第四巻などより、筆者加筆作成。
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る
台
湾
人
の
教
育
シ
ス
テ
ム
が
次
第
に
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
に
統
合
さ
れ
て
い
く
と
と
も
に
、
台
湾
人
在
学
生
数
も
ま
た
漸
増
し
て
い

く
。
文
部
省
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
年
に
内
地
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
在
籍
し
た
台
湾
人
の
内
訳
は
、
帝
国
大
学
が
八
八
名
、

官
立
大
学
が
八
九
名
、
公
立
大
学
が
一
〇
名
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
私
立
大
学
が
八
百
九
二
名
と
な
っ
て
い
るＧ
。
こ
の
調
査
か
ら
も
、
台

湾
人
留
学
生
の
主
な
進
学
先
は
、
早
稲
田
大
学
、
明
治
大
学
や
日
本
大
学
の
よ
う
な
私
学
に
集
中
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
戦
前
期
の
外
地
学
生
を
検
証
す
る
際
、
必
ず
留
学
生
の
監
督
、
戦
時
体
制
、
学
徒
出
陣
な
ど
の
問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に

な
る
。
一
九
一
二
年
一
一
月
一
六
日
、
文
部
省
は
、
台
湾
人
留
学
生
の
監
督
・
取
締
に
関
す
る
通
牒
を
出
し
、
公
私
立
学
校
に
対
し
、
留

学
生
の
修
学
状
況
（
入
学
・
進
級
・
転
学
・
退
学
）
や
操
行
成
績
（
素
行
・
品
行
）
な
ど
を
報
告
す
る
よ
う
に
求
め
たＨ
。
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
時

期
に
、
台
湾
総
督
府
は
台
湾
人
留
学
希
望
者
と
台
湾
人
留
学
生
に
対
し
て
、
身
辺
調
査
（
種
族
別
・
保
護
者
生
業
及
資
産
・
本
島
台
湾
出
発
年

月
日
・
本
人
の
性
質
素
行
・
留
学
の
動
機
な
ど
）
を
義
務
付
け
た
上
にＩ
、
在
学
状
況
と
留
学
生
活
な
ど
の
届
け
出
を
定
期
的
に
、
東
洋
協
会
や

総
督
府
東
京
出
張
所
な
ど
の
総
督
府
代
行
機
関
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
定
め
たＪ
。

　
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』（
第
四
巻
）
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
三
七
年
以
降
、
朝
鮮
と
台
湾
か
ら
の
外
地
学
生
も
戦
時
体

制
に
組
み
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
たＫ
。
そ
こ
で
、
台
湾
人
留
学
生
の
連
絡
と
指
導
を
強
化
す
る
た
め
に
、
一
九
四
三
年
九
月
に
台
湾
教
育

会
内
地
在
学
生
連
絡
部
が
新
た
に
設
立
さ
れ
たＬ
。
一
九
四
四
年
八
月
、
台
湾
教
育
会
内
地
在
学
生
連
絡
部
は
台
湾
協
会
に
合
流
し
、
台
湾

協
会
学
生
部
と
し
て
留
学
生
の
監
督
に
当
た
り
、
各
学
校
に
二
名
の
学
生
連
絡
員
を
置
く
こ
と
に
な
っ
たＭ
。
そ
し
て
、
当
時
の
早
稲
田
大

学
で
は
、
蘆
田
延
弘
（
商
学
部
）
と
林
充
寛
（
政
治
経
済
学
部
）
を
連
絡
員
に
指
定
し
た
。
他
方
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
「
在
学
徴
集
延
期

臨
時
特
例
」
の
公
布
と
と
も
に
、
徴
集
延
期
の
特
別
措
置
が
解
除
さ
れ
た
。
外
地
学
生
の
徴
兵
に
つ
い
て
、
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
〇
日

に
出
さ
れ
た
「
朝
鮮
人
台
湾
人
学
生
生
徒
ニ
関
ス
ル
件
」
に
よ
れ
ば
「
文
科
系
学
徒
で
同
年
十
二
月
以
降
継
続
し
て
教
育
を
受
け
ら
れ
る

の
は
、
当
分
の
間
、
適
齢
未
満
者
、
除
隊
帰
還
者
、
留
学
生
、
徴
兵
検
査
不
合
格
者
等
に
限
定
さ
れ
た
か
ら
、
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
朝
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鮮
人
・
台
湾
人
学
徒
は
陸
軍
に
志
願
す
る
ほ
か
な
か
っ
たＮ
」。
実
際
、
早
稲
田
大
学
か
ら
は
台
湾
人
留
学
生
の
志
願
者
が
八
四
名
（
非
志

願
者
三
三
名
）
で
あ
っ
たＯ
。
翌
一
九
四
四
年
一
月
九
日
に
甘
泉
園
で
台
湾
学
徒
の
出
陣
壮
行
会
が
開
か
れ
たＰ
。

　

ま
た
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の
皇
民
化
政
策
の
遂
行
に
伴
い
、
創
氏
改
名
（
朝
鮮
）
と
改
姓
名
（
台
湾
）
な
ど
の
政
策
が
相
次
い
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
朝
鮮
人
と
台
湾
人
留
学
生
の
中
か
ら
も
「
日
本
名
」
に
改
名
す
る
者
が
次
第
に

増
え
て
い
くＱ
。

㈡　

台
湾
人
留
学
生
の
所
属
学
科
と
卒
業
生
数
の
推
移

ⅰ
．
就
職
の
た
め
の
選
択
肢
と
し
て
の
私
立
大
学
専
門
部

　

教
育
面
に
お
い
て
、
台
湾
総
督
府
は
本
島
台
湾
人
と
内
地
日
本
人
と
の
間
に
常
に
制
限
を
設
け
、
境
界
線
を
引
こ
う
と
し
た
。
一
九
二

〇
年
の
「
内
台
共
学
」
制
度
、
一
九
二
二
年
の
総
督
府
高
等
学
校
（
台
北
高
等
学
校
）
設
立
、
一
九
二
八
年
の
台
北
帝
国
大
学
創
設Ｒ
な
ど

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
「
小
学
│
中
学
│
高
等
学
校
・
予
科
│
大
学
」
と
い
う
進
学
ル
ー
ト
か
ら
排
除
さ
れ
た
台
湾
人
に
も
、
よ
う
や
く

日
本
人
と
同
様
の
通
常
の
進
学
ル
ー
ト
に
統
合
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
たＳ
。
し
か
し
一
方
で
は
、
学
校
の
定
員
数
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
は
じ
め
と
し
て
、
台
湾
人
に
対
す
る
教
育
差
別
政
策
は
常
に
介
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
重
な
っ
た
た
め
、
早
稲

田
大
学
、
明
治
大
学
な
ど
の
内
地
日
本
高
等
教
育
機
関
へ
の
留
学
は
一
向
に
減
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
に
加
え
て
、
当
時
の
台
湾
人
知
識
青
年
は
就
職
先
と
し
て
上
級
官
僚
に
な
る
当
て
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
た
め
に
、
残
さ
れ
て
い

た
の
は
医
者
、
記
者
、
弁
護
士
と
い
っ
た
選
択
肢
に
限
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
戦
前
期
に
お
い
て
、
東
京
帝
国
大
学
の
よ
う
な
エ
リ
ー

ト
官
僚
を
養
成
す
る
官
立
大
学
よ
り
も
私
立
大
学
へ
の
進
学
が
選
ば
れ
、
な
お
か
つ
、
私
立
大
学
で
は
学
部
へ
の
進
学
よ
り
も
、
む
し
ろ

予
科
卒
業
の
資
格
が
な
く
て
も
受
験
で
き
る
専
門
部
に
集
中
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
当
時
、
植
民
地
出
身
の
台
湾
人
に
と
っ
て
、
個
人
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の
就
職
・
進
路
を
考
え
た
場
合
、
専
門
部
の
医
科
・
法
科
・
政
治
経
済
科
の
卒
業
生
に
は
将
来
の
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し

た
影
響
で
、
台
湾
人
留
学
生
に
は
、
専
門
部
医
科
、
政
治
経
済
学
科
、
法
科
へ
の
進
学
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
と
く
に
法
曹
関
係
（
弁
護
士

を
含
む
）
や
医
者
を
目
指
す
台
湾
人
に
と
っ
て
、「
中
下
級
官
僚
と
し
て
の
判
任
官
の
見
習
へ
の
無
試
験
」
と
「
弁
護
士
受
験
資
格
を
得

ら
れ
る
」
な
ど
の
文
官
試
験
規
則
に
適
用
す
る
「
国
家
試
験
の
予
備
校Ｔ
」
で
あ
っ
た
一
部
の
私
立
大
学
専
門
部
は
よ
い
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
戦
前
、
台
湾
人
が
早
稲
田
大
学
を
留
学
先
と
し
て
選
択
し
た
理
由
は
、
少
な
く
と
も
次
の
二
点
に
ま
と
め
ら

れ
る
。
第
一
に
、
台
湾
の
学
校
で
は
法
学
、
政
治
学
、
社
会
学
な
ど
高
度
な
専
門
知
識
を
習
得
で
き
な
い
と
い
う
点
、
第
二
に
、
植
民
地

知
識
人
の
エ
リ
ー
ト
・
リ
ク
ル
ー
ト
と
い
う
側
面
で
あ
る
。以
上
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、早
稲
田
大
学
へ
の
進
学
は
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
か
っ

た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

ⅱ
．
台
湾
人
留
学
生
数
の
変
遷

　

戦
前
期
台
湾
人
卒
業
生
総
数
の
推
移
か
ら
み
れ
ば
、
専
門
部
は
学
部
よ
り
数
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
昭
和
期
に
入
る
と
台
湾
で
の
進
学

ル
ー
ト
の
不
連
続
が
徐
々
に
改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
、
学
部
へ
の
留
学
も
次
第
に
増
え
る
。
学
科
別
を
み
る
と
、
専
門
部
政
治
経
済
科
が
一

位
、
専
門
部
商
科
が
二
位
、
政
治
経
済
学
部
が
三
位
、
専
門
部
法
科
が
四
位
、
法
学
部
が
五
位
、
商
学
部
が
六
位
、
専
門
部
工
科
が
七
位
、

文
学
部
が
八
位
の
順
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
台
湾
人
が
進
学
先
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
植
民
地
人
エ
リ
ー
ト
の
立
身
出
世
コ
ー

ス
が
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
﹇
表
④
﹈
に
み
る
よ
う
に
、
台
湾
人
留
学
生
の
進
学
先
は
朝
鮮
人
と
中
国
人
留
学
生
と
同
様
に
専
門
部
政
治
経
済
科
が
主
流
で
あ
っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
初
期
か
ら
、
台
湾
人
の
政
治
経
済
学
部
へ
の
進
学
に
も
増
加
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
る
が
、
彼
ら
の
所
属
は
経
済
学
科
の
ほ
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う
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
たＵ
。

　

他
方
、
専
門
部
法
科
と
法
学
部
の
場
合
、
当
初
早
稲
田
大
学
は
東
京
五
大
法
律
学
校
の
ひ
と
つ
と
称
さ
れ
て
い
た
が
、「
明
治
末
期
に

至
っ
て
も
、
都
の
西
北
で
も
っ
と
も
ふ
る
わ
ぬ
も
の
法
科
と
い
わ
れ
たＶ
」
た
め
、
初
期
に
お
い
て
早
稲
田
大
学
法
科
を
志
願
す
る
受
験
生

が
多
く
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
影
響
も
あ
っ
て
、
大
正
期
ま
で
の
専
門
部
法
律
科
は
、
所
定
の
学
歴
規
定
を
満
た
せ
ば
、
無
試
験
で
入

学
を
許
可
す
る
と
い
う
選
考
方
式
を
採
用
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
、「
弁
護
士
試
験
合
格
者
に
お
け
る
明
治
大
学
の
圧
倒
的
な
地
位
は
一

九
二
〇
年
前
後
、
つ
ま
り
大
正
中
期
ま
で
続
き
、
司
法
官
と
あ
わ
せ
て
法
曹
界
の
人
材
を
よ
り
多
く
輩
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
るＷ
」
と
い

う
背
景
の
下
、
台
湾
人
留
学
生
の
早
稲
田
大
学
法
科
へ
の
入
学
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
の
現
象
は
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
よ
う

や
く
改
善
の
兆
し
が
み
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
一
九
三
二
年
よ
り
、
法
学
部
の
台
湾
人
卒
業
生
数
が
し
ば
ら
く
専
門
部
法
科
を
凌
駕
し
た

が
、
一
九
四
〇
年
に
な
る
と
専
門
部
法
科
が
再
び
法
学
部
を
上
回
っ
た
。

　

商
学
に
つ
い
て
は
、
一
九
三
四
年
よ
り
、
と
り
わ
け
専
門
部
商
科
の
増
加
は
か
な
り
目
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
八
年
を
境
に

専
門
部
商
科
が
つ
い
に
専
門
部
政
治
経
済
科
を
凌
ぎ
、
一
位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
文
学
部
に
関
し
て
は
、
ほ
か
の
学
科
よ
り
か
な

り
遅
れ
て
い
る
。
文
学
部
最
初
の
台
湾
人
卒
業
生
が
出
た
の
は
一
九
二
八
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
学
部
を
進
学
先
と
し
て
選
択
し
た
台

湾
人
の
数
は
、
政
治
経
済
学
部
、
法
学
部
、
商
学
部
に
比
べ
る
と
そ
の
数
は
明
ら
か
に
少
な
い
。

　

理
工
学
部
へ
の
進
学
も
文
学
部
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、
一
九
三
〇
年
代
後
半
、
戦
局
の
進
展
・

東
亜
の
建
設
に
伴
い
、
技
術
者
の
需
要
が
次
第
に
高
ま
る
中
で
、
一
九
三
九
年
四
月
、
早
稲
田
大
学
は
技
術
者
養
成
と
い
う
国
家
政
策
に

応
じ
て
専
門
部
工
科
を
新
設
し
たＸ
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
専
門
部
工
科
（
と
り
わ
け
機
械
工
学
）
を
志
願
す
る
台
湾
人
も
徐
々
に
増
加
し

た
。

　

植
民
地
青
年
の
エ
リ
ー
ト
・
リ
ク
ル
ー
ト
の
影
響
も
あ
っ
て
、
専
門
部
を
卒
業
し
た
台
湾
人
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
就
職
し
た
。
そ
れ



158
［
表
④
］　
戦
前
期
早
稲
田
大
学
台
湾
人
卒
業
生
一
覧

学
科

専
　
　
　
　
門
　
　
　
　
部

大
　
　
　
　
　
　
　
　
学

高
　
等

師
範
部
専
門
学
校
合
計

卒
業
年
度

法
　
律

政
治
経
済

商
工

法
　
学

政
治
経
済

商
　
学

理
　
工
文
　
学

1915
年

林
時
珍

黄
毓
材
・
鄭
其
芹

3
1916

年
劉
明
哲

1
1917

年
蔡
伯
毅

1
1918

年
0

1919
年

巫
　
川

劉
達
麟

2
1920

年
劉
安
紅

蕭
秀
球

李
瑞
雲
・
何
春
喜

林
仲
樹

5
1921

年
0

1922
年

0
1923

年
王
敏
川
・
黄
呈
聰
・
黄
朝
琴

張
清
漢

呂
磐
石

5

1924
年

呉
秋
・
劉
鳳
岐
・
林
萬
金

彭
木
發
・
黄
　
周

林
仲
輝
・
王
金
海

蔡
添
丁

8

1925
年

張
水
泉
・
陳
瑞
圖

徐
先

燡
3

1926
年

呂
世
明
・
林
呈
旺
・
郭
　
發

温
成
龍

蔡
美
楚

5

1927
年

許
茂
元

潘
家
和

林
萬
金

徐
先
烈

呉
丕
松

5

1928
年

邱
潤
洪

李
金
鐘
・
林
章
達

林
以
士
・
呉
鏡
澄

　
林
澄
藻
・
徐
先
燾

鄭
　
續

張
棟
蘭
陳
東
榮
林
章
達

11

1929
年

施
添
福

葉
啓
仁
・
楊
肇
嘉
・
鄭
　
圍

廖
治
義
・
郭
朝
鳳

　
鄭
四
川

7

1930
年

陳
慶
華
・
歐
清
石

范
姜
兆
英

張
春
鐘
・
王
經
倫
・
呉
主
恵

邱
炳
輝
・
謝
　
倉

莊
天
禄

蔡
拱
南

郭
明
欽

11

1931
年

方
清
輝
・
林
木
石
楊
仁
藩
・
洪
　
能
・
曹
鎮
海
蔡
紹
宗

林
挺
生

張
　
梗
・
王
廷
義
呂
煉
石
・
林
東
淦

　
郭
明
昆

12

1932
年

翁
秋
根

劉
清
標

陳
嘉
猷
・
施
添
福

林
桂
端

楊
景
山

林
東
銈

7

1933
年

楊
燧
生
・
黄
維
柯
張
銀
河
・
李
金
鍾

陳
茂
林
・
林
聰
敏

林
世
淙
・
凌
先
化

林
加
才
・
游
禮
松

　

林
宗
華
・
陳
永
珍

王
彩
雲
・
黄
清
水

劉
　
爐
・
呉
主
恵

　

李
清
漂

呉
進
裕
徐
毓
英

黄
千
里

20

1934
年

陳
秋
波
・
簡
晋
臣

楊
日
昇

陳
天
球
・
邱
金
田
・
徐
木
生

謝
水
堯

張
星
賢
・
李
日
升
・
葉
慶
璋

曽
　
瓶

呉
金
柚
・
劉
金
水

洪
榮
三

李
孝
全
・
楊
基
振

曹
鎮
海
・
呉
量
進

蔡
竹
青
・
徐
新
禄

　

柯
子
彰
・
顔
木
杞
陳
森
錦
曽
天
從

24

1935
年

張
清
松

呂
俊
傑
・
陳
　
慶
・
施
述
天

徐
福
然
・
林
瓊
瑶
・
黄
　
庚

　

陳
錬
條
・
陳
玉
成
・
黄
呈
木

周
有
泉
・
李
紹
商
・
邱
安
成

楊
　
坡

洪
遜
亮
・
洪
　
能

陳
　
鐘

謝
國
城
・
楊
仁
藩

頼
沛
然
・
黄
際
沐

王
萬
賢
・
許
媽
瞈

陳
為
梁
・
翁
海
堂

曹
培
昌

楊
金
章

27
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1936

年
簡
清
楡
・
楊
基
澤

洪
榮
士
・
邱
乾
化
曽
貴
剛
・
高
俊
傑
・
蔡
文
東

鐘
萬
選
・
朱
國
源

郭
康
欽

張
桂
榮
・
張
朝
金

饒
正
太
郎

林
國
勲

陳
邦
鎮

15

1937
年

陳
淕
熙
・
劉
昌
善

顔
金
元
・
陳
　
穿
張
麗
輝
・
陳
根
火
・
李
伯
川

王
暤
如
・
王
捷
卿
・
何
巨
鉚

阮
再
鷲
・
呉
肇
基
・
徐
滌
源

石
銘
欽
・
鄭
鳳
瑜

張
歐
林
・
張
榮
輝
・
林
秉
棱

王
坤
鐘
・
王
安
邦

李
海
邦
・
李
國
禎

楊
日
昇
・
蕭
家
棟

林
信
來
・
羅
仁
禮

　

林
耀
輝
・
徐
木
生
王
石
定

王
朝
坪

30

1938
年

丘
明
田
・
林
景
鍮

林
克
恭
・
曽
新
鑛

藍
化
成
・
黄
維
騰

周
承
傳

盧
秀
峯
・
張
德
聲
・
張
文
鐵

黄
長
安
・
林
水
池
・
王
捷
陞
陳
永
禎
・
戴
逢
祈
・
呂
漳
源

陳
欽
富
・
翁
海
吉
・
翁
清
瑶

康
天
順
・
鄭
満
松
・
周
金
順

陳
木
霖
・
陳
秋
波

陳
崑
山

呉
鴻
裕
・
盧
榮
茂

許
雲
陽
・
姜
崇
煜

　

李
熊
元

黄
輝
煌
李
幼
春

32

1939
年

呂
碧
龍
・
劉
瑞
華

施
　
謨

李
子
欽
・
林
徳
本
・
王
燈
力

葉
長
庚
・
張
燕
翼
・
陳
　
榮
盧
延
榮
・
涂
芳
輝
・
陳
生
榕

張
信
忠
・
郭
國
楨
・
楊
啓
東

蔡
樞
垣
・
薛
仰
瑞
・
林
坤
茂

洪
祖
輝
・
李
福
來
・
温
　
霖

盧
利
吉
・
劉
發
清

簡
清
楡
・
黄
天
縱

廖
忠
雄
・
鄭
永
言

廖
維
球

張
廷
鋒
・
陳
而
維

楊
仁
政
・
徐
先
燡

盧
徳
三
郎

詹
獻
桂
・
呉
明
捷

35

1940
年

王
世
宗
・
朱
國
煒

陳
田
灌
・
莊
茂
生

宋
丙
堂
・
鄭
偉
成

楊
錦
堂
・
林
慶
源

黄
増
鎧
・
陳
聯
芳
・
彭
燈
燦

林
玉
樹
・
林
源
清
・
林
水
榮

林
朝
・
林
耀
西

邱
垂
澄
・
胡
奕
添
・
黄
春
茂

蕭
崇
德
・
陳
生
璋
・
林
裕
明

廖
貴
莊
・
楊
燧
長
・
楊
雲
騰

張
銀
淮
・
顔
金
元

陳
兆
昌
・
陳
淕
熙

邱
乾
化

郭
欽
義
・
黄
麟
發

陳
天
從
・
陳
根
火

游
金
清
・
林
火
榮

林
垂
芳

洪
志
猛

林
瑞
嘉

李
世
禄
楊
燕
翼

周
文
哲

42

1941
年

廖
光
輝
・
黄
欽
兆

王
　
象
　

王
天
鐘
・
胡
雨
順
・
陳
以
澤

李
加
楓
・
雷
坤
益
・
羅
阿
水

劉
錦
水
・
林
勝
南

林
文
奇
・
林
輝
忠
・
王
庚
海

鄭
金
鑑
・
林
大
森
・
王
扶
桑

何
汝
宗
・
江
添
貴
・
黄
福
壽

陳
木
川

楊
泥
城
・
藍
化
成

　
曽
永
安
・
程
本
源

劉
嘉
和

陳
清
全

林
慶
豊
楊
國
喜

陳
遜
章

30

1942
年

李
永
窓
・
林
長
京

詹
聰
義
・
陳
烱
炫

郭
重
和
・
辜
京
生

彭
燈
亮
・
林
益
州

林
璞
玉
・
王
博
文

翁
廷
釗
・
高
挺
區
・
黄
維
新

鄭
文
忠
・
曹
成
金
・
陳
漢
富

李
斗
義
・
林
榮
東
・
黄
阿
本

黄
煥
發
・
陳
大
川
・
頼
植
林

蔡
森
撲
・
西
原
仁
・
謝
鋕
南

周
　
川
・
安
中
壽
男

清
川
信
夫

許
龍
基
・
楊
基
森
・
林
潤
澤

謝
經
瑞
・
韋
多
富
・
高
登
科

蔡
義
隆
・
蔡
玉
書
・
詹
義
生

鍾
啓
元
・
張
坤
海
・
張
東
湖

楊
　
萬
・
葉
柄
煌
・

陳
義
太
郎
・
德
富
正
桓

楊
國
祥
・
楊
正
衡

高
玉
樹
・
洪
鵬
飛

楊
人
明
・
王
正
英

郭
西
盛
・
廖
上
河

林
全
興

黄
崑
峰
・
楊
啓
東

李
汝
鏘
・
蔡
東
瀛

　

許
雲
龍
・
陳
鴻
模

施
朝
暉
・
鄭
新
福

林
石
鼓
・
薛
仰
瑞

　

葉
烱
煌
・
楊
勲
遊

陳
長
清
・
蘆
延
榮

元
田
俊
英

簡
仲
祁

羅
阿
義

楊
萬
歴

楊
基
椿

林
文
炎

若
月
龍
彌

74

1943
年

陳
煌
源
・
洪
炎
森

蘆
延
澤
・
蔡
深
仁

莊
家
聲
・
陳
煌
源

　

郭
敬
詳
・
武
山
明
・
中
村
満

温
成
章

歐
滋
英

羅
阿
水
・
郭
水
龍
羅
萬
吉
・
彭
柄
奎

陳
培
卿
・
陳
海
商

陳
海
山
　

李
孝
存

19

1944
年

曽
澤
隆
・
林
振
仁

永
田
文
夫

林
書
祬

李
金
順
・
謝
汝
霖
・
洪
柳
昇

張
樹
潭
・
鄭
啓
桓
・
杜
丕
章

新
島
茂
・
曽
永
賢
・
林
　
濱

陳
仁
和
・
黄
基
統

陳
經
緯
・
呉
啓
岳

王
仁
義

陳
温
而

古
詩
欽

20

1945
年

李
庚
戍
・
呉
芳
茹

李
梅
玉

林
充

簡
燦
雲

5

注
 ）
①
本
表
は
卒
業
し
た
後
、
さ
ら
に
他
の
学
科
若
し
く
は
同
一
学
科
を
複
数
卒
業
し
た
者
を
含
む
。
②
専
門
部
工
科
の
創
設
は
1939

年
で
あ
っ
た
。
③
1943

～
45
年
の
卒
業
生
リ
ス

ト
は
判
明
す
る
限
り
の
人
物
の
み
記
し
た
。

【
出
典
】 　
各
年
度
の
『
早
稲
田
学
報
』
の
「
卒
業
生
」、『
早
稲
田
大
学
校
友
会
会
員
名
簿
』（
昭
和
15年

度
・
昭
和
18年

度
）、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
［
３
号
館
旧
蔵

資
料
］：
Ｃ
付
属
学
校
（
旧
制
）（
明
治
35年
─
昭
和
24年
）、
５
専
門
部
「
自
昭
和
９
年
至
同
23年
［
政
治
経
済
科
］
中
華
民
国
留
日
学
生
名
簿
［
複
写
］」（
5-11）

よ
り
筆
者
作
成
。
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で
も
、
一
部
の
卒
業
生
が
引
き
続
き
学
部
に
進
学
し
た
。
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
人
物
を
と
り
あ
げ
ら
れ
る
。
施
添
福
（
一
九
二
九
年
専

門
部
法
科
・
一
九
三
二
年
法
学
部
）、
呉
主
恵
（
一
九
三
〇
年
専
門
部
政
治
経
済
科
・
一
九
三
三
政
治
経
済
学
部
）、
曹
鎮
海
（
一
九
三
一
年
専
門
部
政

治
経
済
科
・
一
九
三
四
年
政
治
経
済
学
部
）、
楊
仁
藩
（
一
九
三
一
年
専
門
部
政
治
経
済
科
・
一
九
三
五
年
政
治
経
済
学
部
）、
洪
能
（
一
九
三
一
年
専

門
部
政
治
経
済
科
・
一
九
三
五
年
法
学
部
）、
藍
化
成
（
一
九
三
八
年
専
門
部
法
科
・
一
九
四
一
年
法
学
部
）
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ご
く
僅
か

で
あ
る
が
、
台
湾
人
留
学
生
の
中
で
、
呉
主
恵
や
郭
明
昆
の
よ
う
に
学
部
を
卒
業
し
て
か
ら
大
学
院
に
進
学
す
る
例
も
あ
ら
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
﹇
表
④
﹈
か
ら
は
、
次
の
三
点
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
点
は
、
台
湾
人
留
学
生
が
進
学
先
を
選
択
す
る
際
に
、
植
民
地
青
年
の
就
職
事

情
が
大
き
く
左
右
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
第
二
点
は
、
大
正
期
ま
で
の
台
湾
人
留
学
生
が
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
の
卒
業
生
に

集
中
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
るＹ
。
こ
の
現
象
を
裏
返
す
な
ら
ば
、
当
時
、
台
湾
人
最
高
教
育
機
関
で
あ
る
台
湾
総
督
府
国
語
学
校

の
卒
業
生
で
な
け
れ
ば
、
直
接
に
内
地
日
本
の
高
等
教
育
機
関
に
入
学
し
に
く
か
っ
た
と
い
う
捉
え
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、

台
湾
人
留
学
生
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
王
敏
川
、
黄
呈
聡
、
楊
肇
嘉
を
は
じ
め
、
少
な
く
と
も
大
正
後
期
ま
で
の
台
湾
人
留
学
生
の
入
学

年
齢
が
二
〇
代
半
ば
か
ら
三
〇
代
に
集
中
す
る
傾
向
が
か
な
り
目
立
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
正
後
期
か
ら
本
島
台
湾

に
お
け
る
教
育
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
よ
っ
て
、
台
湾
人
生
徒
の
就
学
年
齢
も
徐
々
に
内
地
日
本
人
生
徒
に
近
づ
く
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

こ
の
変
化
に
伴
い
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
台
湾
人
留
学
生
の
入
学
年
齢
は
、
日
本
人
同
級
生
と
同
様
に
二
〇
代
前
半
の
人
物
が
多

く
な
っ
た
。

　

さ
て
、
戦
後
、
台
湾
人
留
学
生
の
身
分
は
「
外
地
学
生
」
か
ら
「
中
華
民
国
留
学
生
（
台
湾
省
籍
）」
へ
と
自
動
的
に
変
更
さ
れ
た
。
一

九
四
六
年
二
月
、
中
華
民
国
台
湾
行
政
長
官
公
署
は
、「
台
湾
省
留
日
学
生
処
理
辦
法
」
と
「
台
湾
省
留
日
返
省
学
生
処
理
辦
法
」
を
制

定
し
、
日
本
留
学
中
の
台
湾
人
を
管
理
す
る
よ
う
に
な
っ
たＺ
。
し
た
が
っ
て
張
炎
明
や
張
風
時
を
は
じ
め
当
時
早
稲
田
大
学
に
在
籍
し
て
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い
た
台
湾
人
留
学
生
も
調
査
リ
ス
ト
に
編
入
さ
れ
たａ
。
在
学
中
の
台
湾
人
留
学
生
に
つ
い
て
、「
台
湾
省
留
日
学
生
処
理
辦
法
」
の
第
一

条
で
は
、「
専
門
学
校
以
上
の
学
校
の
台
湾
籍
学
生
に
つ
い
て
、
理
学
部
、
工
学
部
、
農
学
部
、
医
学
部
の
学
生
お
よ
び
日
本
で
の
学
習

を
継
続
し
た
い
と
志
願
す
る
者
を
除
き
、
全
員
台
湾
に
帰
ら
せ
る
と
い
う
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い
たｂ
」。
し
か
し
、
国
共
内
戦
な
ど
の
要

因
で
、
初
期
、
こ
の
帰
国
事
業
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
ま
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
るｃ
。

二
．
台
湾
人
留
学
生
の
「
知
の
構
築
と
実
践
」

㈠　

早
稲
田
大
学
で
の
学
び

　

戦
前
期
台
湾
人
留
学
生
全
体
数
を
み
る
と
専
門
部
政
治
経
済
科
へ
の
留
学
が
最
も
多
か
っ
た
た
め
、
政
治
経
済
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

つ
い
て
触
れ
て
み
た
い
。
早
稲
田
大
学
は
一
八
八
二
年
に
東
京
専
門
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。
そ
し
て
邦
語
政
治
科
は
、
東
京
専
門
学
校

の
創
設
と
と
も
に
設
立
さ
れ
た
学
科
で
あ
るｄ
。
そ
こ
で
、「
東
京
五
大
法
律
学
校
と
言
っ
て
も
、
早
稲
田
は
そ
の
中
で
初
め
か
ら
少
し
か

わ
っ
て
、
法
律
で
な
く
、
政
治
学
校
が
地
肌
の
色
だ
っ
た
の
で
あ
るｅ
」
と
い
う
よ
う
に
、
政
治
経
済
科
は
早
稲
田
大
学
創
設
の
当
初
か
ら

大
隈
重
信
や
小
野
梓
な
ど
、
早
稲
田
大
学
創
立
に
か
か
わ
っ
て
い
た
人
物
が
重
点
を
お
い
た
学
科
で
あ
っ
た
。

　

早
稲
田
政
治
学
に
つ
い
て
は
、「
浮
田
和
民
や
高
田
早
苗
ら
早
稲
田
大
学
派
の
政
治
学
は
、
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
ド
イ
ツ
国
家
学

の
系
統
の
国
家
学
と
対
抗
し
て
、
英
米
の
政
治
学
の
系
統
を
ひ
き
、
政
治
を
社
会
現
象
と
し
て
と
ら
え
よ
う
と
す
る
点
で
特
徴
づ
け
ら
れ

るｆ
」
と
の
見
解
が
あ
る
よ
う
に
、
高
田
早
苗
な
ど
に
よ
っ
て
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
学
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
導
入
さ
れ
、
早
稲
田
大
学
政

治
経
済
科
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
たｇ
。
ま
た
、
天
野
為
之
の
自
由
主
義
、
安
部
磯
雄
の
社
会
主
義
、
塩
澤
昌
貞
の
社
会
政
策
主
義
な
ど
も
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
組
み
込
ま
れ
た
た
め
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
の
講
義
は
多
様
性
に
富
ん
だ
も
の
と
推
察
で
き
る
だ
ろ
うｈ
。
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そ
こ
で
、
学
部
三
年
生
の
何
春
喜
と
、
専
門
部
三

年
生
の
劉
安
紅
の
「
選
択
課
目
届
」
に
み
る
よ
う
に
、

「
簿
記
」（
専
門
部
）
と
「
経
済
学
説
」（
学
部
）
な
ど

の
ご
く
一
部
の
科
目
を
除
き
、
学
部
と
専
門
部
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
差
が
な
か
っ
た
。
た

だ
し
、
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
ゼ
ミ
演
習
が

含
ま
れ
て
い
る
。﹇
表
⑤
﹈
を
み
れ
ば
わ
か
る
が
、

多
く
の
講
義
は
、
戦
前
期
台
湾
の
教
育
機
関
で
は
習

得
で
き
な
い
法
学
、
政
治
学
、
社
会
学
な
ど
の
よ
う

な
専
門
知
識
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
政
治
経
済
科
の
履
修
科
目
に
は
、「
国
会

演
習
」（
国
会
法
演
習
）
と
い
う
科
目
も
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
一
環
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
るｉ
。
こ
の
「
学

生
が
互
に
大
臣
と
な
り
議
員
と
な
り
、
与
党
野
党
に

分
れ
るｊ
」
と
い
っ
た
講
義
は
、「
東
京
専
門
学
校
時

代
を
通
じ
て
、
ま
た
大
学
に
昇
格
後
も
か
な
り
長

く
、
政
治
科
に
お
い
て
異
彩
を
放
つ
科
目
と
し
て
、

衆
目
を
集
め
たｋ
」。

［表⑤］　政治経済科三年（学部と専門部）の選択課目届（1920年）

【出典】 　早稲田大学大学史資料センター所蔵［３号館旧蔵資料］：Ｂ旧制大学（明治35年─昭和24年）・
２研究科・大学院・大学部・学部：「［大正９年］選択課目届（大学部政治経済学科３年）」
（2-30）、Ｃ付属学校（旧制）・５専門部：「大正７年５月［政治経済科］選択科目届」（5-05）・
「［大正９年］選択課目届（専門部政治経済科３年）」（5-08）より
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さ
ら
に
、
通
常
の
履
修
科
目
で
は
な
い
が
、「
各
正
科
ノ
外
時
々
専
門
諸
名
家
ニ
請
ヒ
講
演
ヲ
開
キ
研
修
ノ
資
ニ
供
ス
」
を
目
的
と
す

る
「
科
外
講
義
」
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
たｌ
。「
科
外
講
義
」
の
内
容
は
、
当
時
の
時
局
を
よ
く
反
映
す
る
も
の
が
多
か
っ
たｍ
。
田
川
大

吉
郎
、
五
来
欣
造
、
安
部
磯
雄
、
杉
森
孝
次
郎
、
島
田
三
郎
、
吉
野
作
造
、
帆
足
理
一
郎
な
ど
、『
台
湾
青
年
』（“T

H
E T

A
I O
A
N
 

CH
H
EN
G L

ｎ

IA
N
”

）
に
原
稿
を
提
供
し
た
人
物
も
、
こ
の
「
科
外
講
義
」
の
講
師
と
し
て
、
し
ば
し
ば
招
か
れ
て
い
たｏ
。

　

上
述
の
よ
う
に
、
政
治
経
済
科
を
は
じ
め
、
当
時
の
台
湾
人
留
学
生
は
各
学
科
で
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
知
識
を
学
ん
で
い
たｐ
。
後
年
、
専

門
部
政
治
経
済
科
出
身
の
楊
肇
嘉
は
、
安
部
磯
雄
、
高
橋
清
吾
、
大
山
郁
夫
の
講
義
に
つ
い
て
、「
特
に
、
政
治
学
関
連
の
授
業
に
毎
回

必
ず
出
席
す
る
に
加
え
、
時
々
政
治
学
担
当
の
教
員
の
宿
舎
を
訪
れ
、
課
外
指
導
を
受
け
たｑ
」
と
回
想
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
と
教
員
の
思
想
が
、
台
湾
人
留
学
生
に
ど
の
よ
う
な
直
接
的
影
響
を
与
え
た
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
事
実
を
挙
げ
る
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
が
、
在
学
中
と
卒
業
後
の
活
動
を
通
じ
て
、
彼
ら
の
活
躍
を
支
え
る
土
台
の
一
つ
は
早
稲
田
大
学
で
進
め
ら
れ
た
「
知
の
構
築
」

で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
いｒ
。

㈡　

台
湾
人
留
学
生
の
「
知
の
実
践
」

ⅰ
．
台
湾
人
留
学
生
の
就
職
先
と
社
会
的
役
割

　

就
職
に
お
い
て
、「
各
種
の
職
業
に
応
用
自
在
で
あ
る
の
は
政
治
科
で
官
途
に
就
き
て
行
政
官
又
は
外
交
官
た
る
べ
く
、
或
は
野
に
在

り
て
代
議
士
、
新
聞
記
者
、
著
述
家
、
商
業
家
、
銀
行
家
、
会
社
員
た
る
を
得
べ
く
、
或
は
試
験
に
よ
り
て
判
検
事
、
若
く
は
弁
護
士
た

る
事
も
出
来
るｓ
」
と
い
う
よ
う
に
、
政
治
経
済
科
の
場
合
は
就
職
の
業
種
選
択
肢
が
多
様
で
あ
る
。

　

さ
て
、
台
湾
人
卒
業
生
の
進
路
と
就
職
状
況
を
全
部
網
羅
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、﹇
表
⑥
﹈
と
﹇
表
⑦
﹈
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
上

級
官
僚
を
除
い
て
台
湾
人
卒
業
生
の
就
職
先
が
多
様
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
分
野
は
官
公
吏
（
行
政
・
司
法
）、
経
済
界
（
自
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営
業
・
金
融
）、
自
由
業
（
新
聞
記
者
・
弁
護
士
）
な
ど
幅
広
く
に
わ
た
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
早
稲
田
大

学
出
身
の
台
湾
人
を
は
じ
め
当
時
の
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
に
は
、
中
下
級
官
僚
に
な
る
道
が
若
干
あ
っ
た

も
の
の
、
本
島
台
湾
で
は
上
級
官
僚
と
し
て
の
選
択
肢
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
就
職

先
は
財
界
と
実
業
界
（
銀
行
と
自
営
業
）
が
大
半
を
占
め
て
い
た
。
そ
の
上
、
彼
ら
の
就
職
先
は
本
島

台
湾
に
集
中
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

財
界
と
実
業
界
に
加
え
、
新
聞
社
と
雑
誌
社
へ
の
就
職
も
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
も
早
稲
田
大
学
の

特
色
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、「『
早
稲
田
出
身
の
記
者
は
啻
に
数
に
於
て
勝
つ
て

居
る
計
り
で
な
く
、
新
聞
記
者
と
し
て
技
能
あ
る
点
に
於
て
亦
遥
か
に
勝
つ
て
居
る
。
…
通
常
の
才
能

を
具
へ
た
も
の
で
早
稲
田
に
学
ん
だ
者
は
頗
る
記
者
た
る
に
適
す
る
資
格
を
具
へ
て
居
る
や
う
に
見
え

る
。
新
聞
記
者
か
ら
見
る
と
之
が
早
稲
田
大
学
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
…
（
中
略
）
…
予
は
新
聞
社

に
あ
つ
て
記
者
を
早
稲
田
大
学
出
身
者
か
ら
ば
か
り
取
る
事
は
い
か
ぬ
と
思
つ
て
、
之
に
偏
せ
ぬ
や
う

に
中
央
、
日
本
、
明
治
、
慶
應
と
い
ふ
や
う
に
求
め
た
が
、
其
の
文
章
の
拙
劣
な
こ
と
到
底
早
大
出
身

者
に
は
及
ば
ぬ
処
が
多
い
の
で
、
自
然
早
大
出
身
者
を
取
ら
ぬ
訳
に
は
行
か
な
か
つ
たｔ
」
と
い
う
よ
う

に
、
早
稲
田
大
学
は
創
立
し
て
か
ら
、
田
川
大
吉
郎
（
都
新
聞
・
台
湾
新
報
な
ど
）
や
森
田
勇
次
（
静
岡

民
友
社
）
を
は
じ
め
、
新
聞
界
に
人
材
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
るｕ
。
こ
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、
政
治
経

済
科
出
身
台
湾
人
が
新
聞
関
係
へ
の
就
職
も
か
な
り
目
立
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
黄
呈
聡
、
黄
周
、
楊

肇
嘉
、
郭
發
、
謝
倉
、
陳
永
珍
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
島
台
湾
の
新
聞
社
・
雑
誌
社
に
限
ら

ず
、
昭
和
期
、
内
地
日
本
の
新
聞
社
で
、
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
台
湾
人
も
い
た
。
な
か
で
も
、
時
事

［表⑥］　台湾人卒業生の職業別：

職業別
官公吏関係
（行政・法
曹を含む）

銀行と会社
員（自営業
を含む）

自由業（弁護
士・会計業務
を含む）

教育関係
新聞・著
述業

そ の 他
（賃地業
を含む）

合　計

人　数 28 71 6 7 13 4 129

比　例 21.70％ 55％ 4.65％ 5.42％ 10.07％ 3％ 100％

注）①台湾人卒業生総数が約430名である。②就職先を確認できたのは129名である。
【出典】　『会員名簿（昭和十五年用）』早稲田大学校友会より筆者作成。
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［表⑦］　台湾人卒業生の就職先

氏　名 就　　職　　先 氏　名 就　　職　　先 氏　名 就　　職　　先
韋　多富 日本徴兵保険会社 黄　春茂 台北市勧業課 鄭　四川 大日本工作機製造会社
王　暤如 汕頭復興組合 黄　増鎧 台湾総督府米穀局 鄭　満松 加藤物産会社
王　彩雲 泰雄銀行 黄　呈聡 賃地業 涂　芳輝 涂邦貴会計事務所
王　天鐘 興南新聞社 黄　呈木 北斗郡役所 范姜兆英 賃地業
王　敏川 台湾民報社 蔡　竹青 怡利公司 方　清輝 南国畜産合資会社
王　萬賢 満洲中央銀行張家口支行 蔡　添丁 台湾民報社 彭　木發 代書業
王　捷陞 昭和鉱業会社 蔡　美楚 杉原産業会社 葉　慶璋 義隆泉商会
王　扶桑 日本デイゼル工業会社 施　述天 大東信託会社 楊　基鎮 天津鉄道局営業処貨物科
翁　海堂 義竹自動車商会 施　添福 弁護士・弁理士 楊　金章 山西省代県採鉱事務所
翁　海吉 加藤物産会社 施　　謨 渓湖街役所 楊　景山 台湾新民報社台中支局長
翁　清瑤 加藤物産会社香港支店 謝　經瑞 三菱重工業会社 楊　仁政 東洋製缶会社
歐　清石 弁護士・弁理士 謝　國城 読売新聞社 楊　仁藩 台湾総督府文教局編修課
温　　霖 東京鉄道局 謝　鋕南 台湾総督府専売局 楊　肇嘉 台湾新報社取締役
郭　欽義 永礼化学工業会社 謝　　倉 台湾日日新聞社 李　金鍾 統税公署
郭　康欽 郭怡美商行 周　金順 馥泉製氷会社 李　孝全 台湾総督府文教局編修課
郭　國楨 栄進社 周　有泉 台湾銀行嘉義支店 李　紹商 虎尾商工銀行
郭　朝鳳 東港街役場 徐　新緑 太保信用組合 李　清標 新興鉄工所
郭　　發　台湾新民報社廈門支局 徐　先燡 台湾製氷公司経営 李　熊元 日本コロンビヤ蓄音器会社川崎工場
郭　明欽 著術業 徐　先燾 日本勧業銀行台南支店 劉　安紅 万巒庄長
郭　明昆 早稲田大学高等学院講師 徐　先烈 賃地業 劉　明哲 大東信託会社取締兼台南支店長
簡　晋臣 台南市役所 徐　滌源 公館公学校 劉　發清 弁護士
簡　仲祁 奉天製作所 詹　獻桂 大正海上火災保険 廖　維球 台湾運輸会社
邱　乾化 第一徴兵保険会社 曽　新鑛 報文社 林　加才 南国洋行支店長
邱　金田 屏東郡庶務課 曽　　瓶 理研水力機械会社品川工場 林　和引 日本神学校
邱　埀澄 日本通運会社桃園出張所 曹　鎮海 満洲国牡丹江省長官房事務官 林　瑞端 弁護士・岩本勇次郎事務所
邱　炳輝 施合發商行 莊　天禄 台湾地方自治聯盟本部政治部長 林　章達 嘉義市庶務課
許　雲陽 大甲鳳梨缶詰商会 張　歐林 張東隆商事会社 林　信來 勝発商行
許　雲龍 日月商事会社 張　清漢 台湾総督府文教局社会課 林　水池 嘉義自動車会社取締役
許　媽瞈 台陽鉱業会社台北支社 張　廷鋒 台湾総督府営林所羅東出張所 林　聰敏 法律評論社
胡　雨順 胡知頭商店 張　棟蘭 新竹中学校 林　仲輝 豊原商業学校
呉　主恵 早稲田大学講師 張　徳聲 共成商会 林　澄藻 長老教中学校
呉　金柚 振泰商行支配人 陳　永珍 台湾新民報社新竹支局 林　挺生 甲府地方裁判所判事
呉　蘅秋 ライジングサン石油会社代理店 陳　嘉猷 台湾総督府台南州内務局勧業課 林　東銈 永森記材木店
呉　進裕 新興製糖会社 陳　玉成 米穀商 林　秉棱 室関税務出張所
呉　肇基 北斗郡役所 陳　欽富 日本簡易火災保険会社 林　耀輝 広合物産興創合名会社
呉　明捷 台湾拓殖会社東京支店 陳　慶華 小倉区裁判所判事 呂　俊傑 彰化軽鉄会社
江　添貴 賃地業 陳　崑山 虎尾群役所庶務課 呂　漳源 三井物産会社台北支店
洪　祖輝 帽子商 陳　而維 拓務省総務課 呂　世明 日本通運会社彰化出張所
洪　鵬飛 中華航空会社上海工場 陳　秋波 高雄商工会議所 呂　磐石 大利公司自動車部
高　登科 東洋紡績会社 陳　　鐘 明治製糖会社営業部 呂　煉石 台湾電力会社
黄　維柯 高雄税関署 陳　森錦 日本ビクター蓄音機会社字術部研究課 盧　秀峯 大木漬物工場
黄　崑峰 明治製糖会社 陳　壬癸 明治製糖会社渓湖工場 盧德三郎 全安堂
黄　　周 台湾新民報社 陳　茂林 浦和地方裁判所判事 饒正太郎 拓殖賞大臣官房秘書課

【出典】　『会員名簿（昭和十八年用）』早稲田大学校友会、1943年より筆者作成。
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新
報
社
と
読
売
新
聞
社
の
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
政
治

経
済
学
部
政
治
学
科
出
身
の
謝
國
城
が
例
と
し
て
あ
げ

ら
れ
る
。

　

本
島
台
湾
と
内
地
日
本
で
の
就
職
に
加
え
、
一
部
の

卒
業
生
は
卒
業
後
中
国
に
渡
航
し
た
例
も
み
ら
れ
る
。

さ
ら
に
満
洲
国
成
立
後
、
満
洲
に
渡
り
、
新
し
い
機
会

を
求
め
よ
う
と
す
る
台
湾
人
卒
業
生
も
い
た
。
具
体
例

と
し
て
は
、
満
洲
国
牡
丹
江
省
長
官
房
事
務
官
を
つ
と

め
た
曹
鎮
海
や
、
満
洲
国
中
央
銀
行
の
王
萬
賢
な
ど
の

例
が
あ
る
。

　
﹇
表
⑦
﹈・﹇
表
⑧
﹈
を
み
る
限
り
で
は
、
在
学
中
、
中

等
学
校
の
教
員
免
許
を
取
っ
た
台
湾
人
卒
業
生
も
い
た

も
の
の
、
教
育
関
係
へ
の
就
職
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
。
と
は
い
え
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
側
面
で
数
多

く
の
学
術
業
績
を
発
表
し
た
呉
主
恵
と
郭
明
昆
の
二
人

に
つ
い
て
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
（
後
述
す
る
）。

　

こ
こ
で
は
、
活
動
の
拠
点
を
内
地
日
本
に
お
い
た
台

湾
人
留
学
生
の
例
と
し
て
、
一
九
三
二
年
か
ら
一
九
三

［表⑧］　無試験検定合格教員免許状（藍化成）と進達願（周文哲）

【出典】 　早稲田大学大学史資料センター所蔵［早稲田大学本部書類］：［教員検定関係］「教員検定関
係書類　昭和15年４月以降　同17年８月末」（96）より
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四
年
に
か
け
て
、『
椎
の
木
』
な
ど
の
詩
集
に
作
品
を
発
表
し
続
け
た
政
治
経
済
学
部
出
身
の
饒
正
太
郎
を
あ
げ
て
み
た
い
。
饒
正
太
郎

は
一
九
一
二
年
、
花
蓮
地
方
名
士
饒
永
昌
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
たｖ
。
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
在
学
中
か
ら
、『
椎
の
木
』
に
詩
を

発
表
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
一
九
三
四
年
末
よ
り
、
彼
は
『
20
世
紀
』
の
編
集
と
発
行
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
取
り
組
ん
だｗ
。

　

一
九
三
六
年
に
政
治
経
済
学
部
を
卒
業
し
た
饒
正
太
郎
は
、
拓
殖
省
大
臣
官
房
秘
書
課
に
就
職
し
た
が
、
そ
の
か
た
わ
ら
、
詩
を
創
作

し
続
け
て
お
り
、
彼
の
作
品
は
『
新
領
土ｘ
』
な
ど
に
散
見
さ
れ
る
。
饒
正
太
郎
の
作
品
に
つ
い
て
は
、「
い
ま
思
う
と
、
そ
の
中
で
饒
の

心
に
は
、
い
く
つ
も
の
襞
が
あ
り
、
そ
れ
は
民
族
を
超
え
た
私
た
ち
仲
間
と
と
も
に
い
る
も
の
と
、
そ
れ
と
は
逆
な
、
自
分
の
立
場
の
苦

悩
を
、
つ
ね
に
抱
い
て
い
た
筈
で
あ
るｙ
」
と
い
う
よ
う
な
評
価
が
あ
る
が
、
一
九
三
七
年
の
創
作
「
青
年
の
計
畫
㈠ｚ
」
を
は
じ
め
、
彼
の

作
品
の
一
部
か
ら
は
植
民
地
青
年
の
苦
悩
を
あ
る
程
度
、
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
一
九
四
一
年
に
病
死
し
た
。

　

戦
後
、
蒋
介
石
の
率
い
る
国
民
党
政
権
が
台
湾
に
や
っ
て
き
た
が
、
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
や
、
台
湾
人
を
籠
絡
す
る
た
め
に
必
要
な

人
材
を
留
用
す
る
な
ど
の
要
因
で
、
台
湾
人
卒
業
生
の
一
部
は
戦
後
台
湾
の
政
界
で
引
き
続
き
活
躍
を
み
せ
た
。
例
え
ば
、
戦
前
在
京
台

湾
人
留
学
生
の
政
治
啓
蒙
運
動
の
旗
手
と
し
て
活
躍
し
た
黄
朝
琴
（
専
門
部
政
治
経
済
学
科
）
は
戦
後
、
中
華
民
国
国
連
特
任
全
権
代
表
・

台
湾
省
議
会
議
長
な
ど
を
歴
任
す
るあ
。
ま
た
の
ち
に
「
中
華
民
国
の
野
球
の
父
」
と
呼
ば
れ
る
政
治
経
済
学
部
の
謝
國
城
は
戦
後
台
湾
で

立
法
議
員
（
国
家
議
員
相
当
）
を
務
め
た
だ
け
で
は
な
く
、
中
華
民
国
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
常
任
委
員
及
び
野
球
（
棒
球
）
委
員
会
総
幹

事
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
に
大
き
く
貢
献
し
たい
。
ほ
か
に
も
、
李
國
楨
（
南
投
県
長
）、
呂
世
明
（
国
民
大
会
代
表
・
台
湾
省
議
員
）、
林
瓊

瑤
（
高
雄
市
議
員
）、
呉
金
柚
（
新
竹
県
議
員
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
るう
。

ⅱ
．
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
側
面
か
ら
み
た
台
湾
人
卒
業
生
の
活
躍

　

戦
前
早
稲
田
大
学
出
身
の
台
湾
人
卒
業
生
が
高
等
教
育
機
関
で
教
鞭
を
と
っ
た
人
は
、
呉
主
恵
（
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
・
商
学
部
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教
員
）
と
、
郭
明
昆
（
早
稲
田
大
学
第
一
・
第

二
高
等
学
院
教
員
）
の
二
人
の
み
で
あ
っ
た
。

政
治
経
済
学
部
出
身
の
呉
主
恵
の
専
門
分
野

は
民
族
学
と
社
会
学
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
文
学
部
出
身
の
郭
明
昆
は
家
族
制

度
、
親
族
称
謂
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
社
会

組
織
の
研
究
を
専
門
と
す
るえ
。

　

呉
主
恵
は
一
九
〇
七
年
、
医
者
の
父
と
牧

師
の
娘
の
母
の
息
子
と
し
て
台
中
土
庫
で
生

ま
れ
た
。
一
九
歳
の
時
、
い
っ
た
ん
中
国
に

渡
っ
た
が
、
中
国
で
の
生
活
に
慣
れ
ず
に
約

半
年
の
滞
在
を
経
て
、
日
本
に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
たお
。
呉
主
恵
は
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
を
卒
業
し
て
か
ら
、
政
治
経

済
学
部
と
大
学
院
に
進
学
し
、
同
大
学
院
で
社
会
学
と
民
族
学
を
専
攻
し
た
。
一
九
三
四
年
よ
り
、
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
講
師
と

な
り
、
中
国
語
の
講
義
を
担
任
し
た
。
そ
の
後
商
学
部
の
助
教
授
に
昇
進
し
たか
。
さ
ら
に
一
九
四
三
年
か
ら
は
「
東
亜
経
済
事
情
」
と
題

す
る
講
義
の
演
習
も
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
たが
。

　

呉
主
恵
は
、
早
稲
田
大
学
在
任
期
間
中
、『
現
代
日
語
会
話
』（
文
求
堂
、
一
九
三
六
年
）、『
華
語
文
法
研
究
』（
校
閲
：
青
柳
篤
恒
・
文
求

堂
書
店
、
一
九
三
六
年
）、『
支
那
言
語
組
織
論
』（
生
活
社
、
一
九
四
一
年
）
な
ど
の
中
国
語
関
係
と
、『
中
国
商
業
経
済
論
叢
』（
東
京
泰
文
社
、

一
九
四
一
年
）、「
支
那
金
融
機
構
の
歴
史
的
性
格
」（
早
稲
田
大
学
興
亜
経
済
研
究
所
編
『
興
亜
政
治
経
済
研
究
』
第
三
輯
、
千
倉
書
房
、
一
九
四
二

［表⑨］　呉主恵と郭明昆の就任時期と担当科目

【出典】 　早稲田大学大学史資料センター所蔵［早稲田
大学本部書類］：［教員担当課目・学科配当表］
「昭和９年度教員受持学科調　教務課長」（84）、
「昭和11年度教員受持学科調　教務課長」（87）
より筆者作成。
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年
）
な
ど
の
中
国
金
融
関
係
の
著
作
を
刊
行
し
た
。
一
九
四
七
年
に
早
稲
田
大
学
を
退
職
し
て
か
ら
、
東
洋
大
学
の
米
林
富
男
の
招
聘
に

応
じ
て
東
洋
大
学
に
移
っ
たき
。
そ
の
後
東
洋
大
学
社
会
学
部
教
授
、
中
華
交
通
学
院
長
や
台
湾
大
学
客
員
教
授
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

社
会
学
と
民
族
学
の
研
究
に
没
頭
し
た
呉
主
恵
は
、「
華
僑
の
性
格
的
研
究
」（
早
稲
田
大
学
興
亜
経
済
研
究
所
編
『
興
亜
経
済
研
究
所
紀
要
』

第
一
輯
、
千
倉
書
房
、
一
九
四
三
年
）、『
華
僑
本
質
論
』（
千
倉
書
房
、
一
九
四
四
年
）、『
漢
民
族
の
研
究
』（
酣
燈
社
、
一
九
四
九
年
）、『
民
族

社
会
学
』（
東
洋
大
学
出
版
部
、
一
九
五
八
年
）、『
華
僑
本
質
の
分
析
：
華
僑
の
社
会
学
的
研
究
』（
東
洋
大
学
社
会
学
研
究
所
、
一
九
六
一
年
）、

『
東
洋
社
会
学
』（
明
玄
書
房
、
一
九
六
三
年
）、『
社
会
学
方
法
論
』（
明
玄
書
房
、
一
九
六
八
年
）、『
理
論
社
会
学
』（
東
出
版
、
一
九
七
七
年
）

な
ど
、
数
多
く
の
研
究
業
績
を
世
に
送
り
出
し
たぎ
。

　

ま
た
研
究
の
か
た
わ
ら
、
呉
主
恵
は
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
も
、
東
京
カ
ペ
ナ
ウ
ム
教
会
文
字
伝
道
会
の
運
営
を
は
じ
め
教
会
活
動

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、『
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
理
由
』（
一
九
七
一
年
）
や
『
生
と
死
〜
キ
リ
ス
ト
者
の
死
生
観
』（
一
九
七
八
年
）、

『
信
徒
の
神
学
入
門
』（
一
九
八
七
年
）
な
ど
の
著
作
を
著
し
た
。

　

一
方
、
郭
明
昆
は
一
九
〇
五
年
一
二
月
二
五
日
、
郭
就
の
三
男
と
し
て
台
南
麻
豆
で
生
ま
れ
た
。
公
学
校
、
台
湾
総
督
府
立
商
業
専
門

学
校
予
科
を
経
た
の
ち
、
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
に
進
学
し
た
。
一
九
二
八
年
に
文
学
部
社
会
哲
学
科
に
入
学
し
た
。
在
学
中
、
師

範
学
校
・
中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
教
員
資
格
を
取
得
し
た
。
郭
明
昆
は
、
関
与
三
郎
の
下
で
民
族
心
理
学
を
学
ん
だ
の
ち
、「
彼
に
大

き
く
学
問
の
眼
を
開
か
せ
た
の
は
思
想
史
家
津
田
左
右
吉
教
授
で
あ
っ
たく
」
と
い
う
よ
う
に
、
当
時
研
究
課
題
を
満
鮮
史
か
ら
中
国
上
代

史
に
移
し
た
津
田
左
右
吉
の
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、「
儀
礼
喪
服
考
」
と
題
す
る
卒
業
論
文
を
完
成
さ
せ
たぐ
。
卒
業
後
、
い
っ
た

ん
故
郷
台
湾
に
戻
り
、
台
南
第
二
中
学
校
の
教
諭
に
な
っ
た
が
、
一
九
三
三
年
に
恩
師
・
津
田
左
右
吉
が
東
京
専
門
学
校
時
代
か
ら
の
学

友
・
相
馬
愛
蔵け
に
郭
明
昆
へ
の
学
資
援
助
を
申
し
入
れ
た
結
果
、
彼
は
、
再
び
上
京
し
て
早
稲
田
大
学
大
学
院
に
進
学
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
同
年
、
彼
は
東
洋
協
会
学
術
調
査
部
主
宰
の
『
東
洋
学
報
』
に
「
儀
礼
喪
服
考
」・「
祖
父
称
謂
考
」（
第
二
一
巻
第
一
号
）
と
題
す
る
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論
文
を
発
表
し
た
が
、
こ
の
「
儀
礼
喪
服
考
」
の

タ
イ
ト
ル
は
、
学
部
の
卒
業
論
文
と
同
じ
で
あ
っ

た
。

　

大
学
院
時
代
、
郭
明
昆
は
津
田
左
右
吉
に
師
事

し
、
中
国
の
社
会
組
織
を
研
究
し
たげ
。
そ
こ
で
、

彼
は
、
津
田
左
右
吉
の
教
え
子
で
あ
る
朝
鮮
人
留

学
生
李
相
佰
（
李
想
白
）
と
同
様
に
、
津
田
主
宰

の
東
洋
史
会こ
の
例
会
に
参
加
し
積
極
的
に
研
究
報

告
を
し
て
い
たご
。
こ
の
一
九
二
三
年
に
結
成
し
た

研
究
会
の
参
加
者
は
、
津
田
の
門
下
生
だ
け
で
は

な
く
、
大
学
や
専
門
の
枠
を
越
え
た
学
外
か
ら
の

参
加
者
も
あ
っ
たさ
。
郭
明
昆
は
、
こ
の
東
洋
史
会
の
会
誌
『
東
洋
史
会
紀
要
』（
一
九
三
六
年
創
刊
・
全
五
冊
）
に
も
、「
伯
叔
姆

考
」（
第

一
冊
、
一
九
三
六
年
）、「
福
老
話
方
言
に
於
け
る
親
族
称
謂
の
二
三
に
つ
い
て
」（
第
二
冊
、
一
九
三
七
年
）、「
福
老
話
方
言
に
お
け
る
及
と

與
に
つ
い
て
」（
第
四
冊
、
一
九
四
四
年
）
な
ど
の
研
究
論
文
を
よ
せ
た
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
に
郭
明
昆
は
李
相
佰
と
と
も
に
、
津
田
左

右
吉
主
宰
の
東
洋
思
想
研
究
室
の
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ
たざ
。

　

郭
明
昆
は
一
九
三
四
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
外
務
省
文
化
事
業
部
在
支
第
三
種
補
給
生
と
し
て
中
国
留
学
に
派
遣
さ
れ
た
。
そ
の

間
、「
北
京
話
的
語
言
史
觀
」（『
台
湾
文
芸
』
第
二
巻
第
五
号
）
な
ど
の
中
国
語
論
文
を
執
筆
し
た
。
一
九
三
六
年
、『
東
洋
学
報
』
に
「
甥

姪
称
謂
と
漢
族
称
謂
制
の
側
面
史
」（
第
二
二
巻
第
三
号
）
と
「
甥
姪
称
謂
と
漢
族
称
謂
制
の
側
面
史
（
下
）」（
第
二
二
巻
第
四
号
）
と
題
す

［表⑩］　東洋史会記録（一九四一年五月一九日）

【出典】 　「東洋史会記録（早稲田大学大学史資料センター
所蔵）」美濃賀茂市民ミュージアム編集『津田左右
吉─その人と時代─』展示図録、2004年より
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る
論
考
を
発
表
し
て
い
るし
。

　

さ
ら
に
一
九
三
七
年
三
月
に
津
田
左
右
吉
が
相
馬
愛
蔵
の
支
援
と
岩
波
茂
雄
の
協
力
を
得
て
、『
早
稲
田
大
学
東
洋
思
想
研
究
室
年
報
』

を
創
刊
し
た
当
初
か
ら
、
郭
明
昆
と
李
相
佰
は
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
同
誌
に
中
国
・
朝
鮮
の
社
会
史
に
関
す
る
研
究
論
文
を
発
表
し

て
い
るじ
。
こ
の
機
関
誌
は
ア
ジ
ア
知
識
人
の
共
同
作
業
で
実
現
し
た
学
術
上
の
交
流
と
連
携
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
郭
明
昆
は
、「
姑

姨
舅
と
漢
族
称
謂
の
側
面
史
」（
第
一
号
、
一
九
三
七
年
）、「
父
母
称
謂
考
」（
第
二
号
、
一
九
三
八
年
）、「
称
呼
と
命
名
の
排
行
制
に
つ
い
て
」

（
第
三
号
、
一
九
三
九
年
）、「
華
語
に
お
け
る
形
体
観
念
」（
第
四
号
、
一
九
四
九
年
）
な
ど
の
研
究
論
文
を
発
表
し
たす
。
郭
明
昆
の
『
東
洋
思

想
研
究
室
年
報
』
に
寄
せ
た
論
考
を
み
る
と
、
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
の
論
考
は
、
郭
明
昆
が
進
め
て
き
た
中
国
の
家
族
組
織
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
号
の
内
容
は
、
上
記
の
論
考
と
は
異
な
り
、
中
国
語
の
形
に
関
す
る
論
文
で
あ
っ
たず
。
な
ぜ
、
中
国
語
の
字
体

に
興
味
を
も
ち
は
じ
め
た
か
に
つ
い
て
、
郭
明
昆
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
に
時
間
観
念
が
発
達
し
、
華
語
に
空
間
観
念
が
発
達
し
て
ゐ
る
こ

と
は
、
筆
者
が
二
十
年
前
た
し
か
幾
何
を
初
め
て
学
ん
だ
時
、
林
茂
生
先
生
か
ら
聞
き
及
ん
だ
こ
と
で
あ
つ
た
。
形
体
詞
に
つ
い
て
関
心

を
も
つ
た
の
は
、
そ
の
時
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、
台
南
商
業
専
門
学
校
在
学
中
、
台
湾
人
で
最
初
の
東
京
帝
国
大
学
文
学
士

で
あ
っ
た
林
茂
生
教
授
か
ら
大
き
な
影
響
を
う
け
た
も
の
と
推
察
で
き
るせ
。

　

郭
明
昆
は
、
一
九
三
六
年
四
月
に
早
稲
田
大
学
第
二
高
等
学
院
の
臨
時
講
師
に
囑
任
さ
れ
た
後
、
一
九
三
八
年
、
特
設
東
亜
専
攻
科
講

師
と
な
り
、
一
九
四
一
年
に
第
二
高
等
学
院
専
任
講
師
に
就
任
し
た
。
在
任
中
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
の
依
頼
を
受
け
、
中
学
講
義
録
「
シ

ナ
語
講
義
」（
早
稲
田
商
業
講
義
第
六
〇
回
）
を
執
筆
し
たぜ
。

　

戦
後
ソ
ウ
ル
大
学
社
会
学
科
を
創
設
し
た
李
相
佰
に
つ
い
て
、「
解
放
後
の
学
術
方
面
へ
の
情
熱
は
早
稲
田
大
学
在
学
中
の
恩
師
・
津

田
左
右
吉
と
の
出
会
い
を
抜
き
に
論
じ
ら
れ
な
いそ
」
と
の
指
摘
が
あ
る
が
、
李
相
佰
と
同
じ
よ
う
に
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
側
面
に
お
け
る

郭
明
昆
の
活
躍
の
裏
に
は
津
田
左
右
吉
の
存
在
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
、
学
術
上
の
活
躍
を
期
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待
さ
れ
た
郭
明
昆
は
、
一
九
四
三
年
一
一
月
二
三
日
、
帰
郷
の
途
中
、
乗
船
し
た
熱
河
丸
が
ア
メ
リ
カ
潜
水
艦
の
攻
撃
を
受
け
、
長
女
・

次
女
・
長
男
と
と
も
に
遭
難
し
たぞ
。
一
九
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
郭
明
昆
が
生
前
発
表
し
た
論
考
と
随
筆
を
収
録
し
た
『
中
国
の
家
族
制

度
及
び
言
語
の
研
究
』（
東
方
学
会た
）
は
、
知
人
の
李
獻
璋
の
奔
走
と
編
集
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
出
版
に
漕
げ
つ
け
た
。
な
お
、
こ
の
遺

稿
集
の
刊
行
を
望
ん
で
い
た
郭
明
昆
の
恩
師
・
津
田
左
右
吉
が
序
文
を
よ
せ
た
。

ⅲ
．
出
版
・
結
社
に
み
る
台
湾
人
留
学
生
の
言
動

　

前
述
し
た
が
、
饒
正
太
郎
の
よ
う
に
文
学
同
人
誌
の
運
営
に
携
わ
る
台
湾
人
留
学
生
も
い
た
が
、
出
版
・
団
体
に
お
け
る
早
稲
田
大
学

台
湾
人
留
学
生
の
大
き
な
貢
献
と
い
え
ば
、
大
正
期
の
東
京
で
展
開
さ
れ
た
台
湾
人
の
政
治
結
社
と
雑
誌
発
行
に
ほ
か
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
し
か
も
、
上
記
の
諸
啓
蒙
運
動
は
台
湾
人
の
グ
ル
ー
プ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
本
知
識
人
を
含
め
た
ア
ジ
ア
知
識
人
と
の
交
流
ま
で
拡

大
し
た
。

　

そ
こ
で
、
在
京
台
湾
人
留
学
生
主
宰
の
機
関
誌
『
台
湾
青
年
』
の
台
湾
人
執
筆
陣
を
み
て
み
る
と
、
法
律
を
め
ぐ
る
台
湾
人
の
地
位
に

関
す
る
も
の
が
多
か
っ
た
明
治
大
学
出
身
者
に
比
べ
て
、
早
稲
田
大
学
出
身
の
台
湾
人
執
筆
者
の
論
稿
を
み
る
限
り
で
は
、
政
治
・
経
済

分
野
の
み
な
ら
ず
、
教
育
・
言
語
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
、
台
湾
人
留
学
生
は
自
ら
執
筆
し
た
諸
論
考
を
『
台
湾
青

年
』、『
台
湾
』
を
通
じ
て
本
島
台
湾
に
伝
え
た
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
、『
台
湾
青
年
』、『
台
湾
』、『
太
陽
』、『
改
造
』、『
植
民
』
な
ど

に
掲
載
さ
れ
た
日
本
人
の
論
説
も
積
極
的
に
中
国
語
に
翻
訳
・
転
載
す
る
こ
と
で
紹
介
し
ただ
。

　

他
方
、
在
京
台
湾
人
の
諸
啓
蒙
運
動
の
展
開
は
朝
鮮
人
の
そ
れ
に
比
べ
て
後
れ
を
と
っ
て
い
た
た
め
、
台
湾
人
留
学
生
は
積
極
的
に
朝

鮮
人
と
の
連
携
を
図
ろ
う
と
試
み
た
。
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
黄
呈
聡
、
王
敏
川
な
ど
の
早
稲
田
大
学
台
湾
人
留
学
生
が
、
朝
鮮
人
柳
泰
慶

主
宰
の
『
亜
細
亜
公
論
』
に
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
留
学
生
執
筆
者
を
み
れ
ば
わ
か
る
が
、
早
稲
田
大
学
専
門
部
政
治
経
済
科
か
ら
は
、
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台
湾
人
の
黄
呈
聡
、
王
敏
川
の
ほ
か
、
朝
鮮
人
の
李
相
壽
（
一
九
二
三
年
卒
）
と
中
国
人
の
湯
鶴
逸
（
一
九
二
二
卒
）・
張
昌
言
（
一
九
二
四

年
卒
）
な
ど
も
健
筆
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
で
は
、
な
ぜ
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
科
の
留
学
生
が
多
く
関
与
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
留
学
時
期
と
『
亜
細
亜
公
論
』
の
発
行
期
間
が
重
な
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、『
亜
細
亜
公
論
』

と
早
稲
田
大
学
系
知
識
人
と
の
深
い
つ
な
が
り
が
あ
げ
ら
れ
るち
。

　

在
京
台
湾
人
に
よ
る
団
体
の
組
織
に
関
し
て
は
、
一
九
一
九
年
、
早
稲
田
大
学
清
国
留
学
生
部
教
育
及
歴
史
地
理
科
出
身
の
馬
伯
援
な

ど
の
在
京
中
国
人
と
連
携
し
て
設
立
し
た
声
応
会
は
、
重
要
な
試
み
で
あ
っ
たぢ
。
声
応
会
は
ま
も
な
く
消
滅
し
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
、

在
京
台
湾
人
は
新
た
な
結
社
の
た
め
に
動
き
出
し
た
。
同
年
一
二
月
二
七
日
に
結
成
さ
れ
た
啓
発
会
は
、
在
京
台
湾
有
志
青
年
た
ち
を
集

結
し
、
林
献
堂
を
会
長
に
迎
え
た
。
し
か
し
、
六
三
法
の
存
廃
を
め
ぐ
る
意
見
の
不
一
致
に
よ
っ
て
啓
発
会
は
ま
も
な
く
解
散
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
実
行
団
体
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
林
呈
禄
、
蔡
恵
如
な
ど
は
、
一
九
二
〇
年
一
月
に
か
つ
て
の
啓
発
会
の
急
進
派

と
漸
進
派
を
仲
介
し
た
結
果
、
漸
進
派
の
「
自
治
政
策
」
路
線
で
合
意
し
、
新
民
会
を
設
立
す
る
こ
と
に
合
意
し
たつ
。
そ
の
草
創
期
の
活

動
に
は
、
王
敏
川
、
黄
周
、
黄
呈
聡
、
呂
磐
石
、
林
仲
樹
、
林
仲
輝
、
王
金
海
、
呉

秋
な
ど
の
早
稲
田
大
学
の
台
湾
人
留
学
生
が
加
わ
っ

た
。

　

上
記
の
新
民
会
に
加
え
、
早
稲
田
大
学
台
湾
人
留
学
生
の
一
部
は
新
亜
同
盟
党
（
東
亜
同
盟
会
）、
コ
ス
モ
倶
楽
部
な
ど
の
ア
ジ
ア
知
識

人
主
宰
の
団
体
に
も
参
加
し
たづ
。
新
亜
同
盟
党
は
、
一
九
一
六
年
、
中
華
第
一
樓
で
正
式
な
結
団
式
が
行
わ
れ
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
、
台

湾
人
の
同
志
が
集
ま
っ
たて
。
新
亜
同
盟
党
の
活
動
に
は
、
早
稲
田
大
学
か
ら
は
朝
鮮
人
の
金
明
植
・
金
錣
洙
・
崔
益
俊
・
張
德
秀
な
ど
に

加
え
、
専
門
部
政
治
経
済
科
在
学
中
の
台
湾
人
の
蔡
伯
毅
も
参
加
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
の
台
湾
人
留
学
生
が
思
想
団
体
や

出
版
な
ど
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
通
し
て
、「
関
心
の
目
を
自
国
か
ら
ア
ジ
ア
に
向
け
さ
せ
る
」
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
日
本
知
識
人
を

含
め
た
ア
ジ
ア
知
識
人
の
対
話
も
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
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お
わ
り
に

　

早
稲
田
大
学
の
留
学
生
を
は
じ
め
留
学
生
研
究
に
お
い
て
、「
留
学
の
経
歴
と
帰
国
後
の
活
動
と
の
間
に
必
然
的
関
係
が
あ
る
の
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
し
も
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
が
ど
こ
に
体
現
さ
れ
て
い
る
の
かで
」
と
い
う
盲
点
が
あ
る
が
、
本
稿
を
通
じ

て
、
近
代
台
湾
の
「
法
律
青
年
」・「
政
治
青
年
」・「
実
業
青
年
」
の
育
成
に
、
早
稲
田
大
学
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
て
、
戦
前
期
さ
ま
ざ
ま
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
・
言
論
を
許
容
で
き
る
早
稲
田
大
学
が
台
湾
人
留
学
生
に
留

学
生
・
知
識
人
の
出
会
い
の
場
を
提
供
し
て
い
た
こ
と
も
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ
う
。

　

他
方
、
留
学
生
の
社
会
的
役
割
を
検
証
す
る
と
、
光
の
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
必
ず
対
日
協
力
者
や
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
と
い
っ
た
影
の

側
面
に
直
面
す
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
一
例
で
あ
る
が
、
政
治
経
済
学
部
出
身
の
施
朝
暉
＝
史
明
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
相
違
（
思
想
の

左
傾
化と
）
に
よ
っ
て
当
時
の
国
民
党
政
権
の
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
せ
ら
れ
た
た
め
、
長
期
間
帰
国
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
施
朝
暉
は
一

九
六
二
年
、
日
本
で
『
台
湾
人
四
百
年
史
』
と
題
す
る
台
湾
史
研
究
の
専
門
書
（
音
羽
書
房
）
を
出
版
し
た
。
当
時
、
台
湾
史
を
語
る
こ

と
が
殆
ど
許
さ
れ
な
か
っ
た
台
湾
で
は
、
こ
の
書
籍
が
台
湾
人
の
間
に
大
き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
が
、
国
民
党
政
権
の
言
論
統
制
に

よ
っ
て
戦
後
台
湾
で
長
い
間
、
禁
書
と
し
て
扱
わ
れ
た
。
彼
の
ほ
か
に
、
戦
後
、
一
部
の
留
学
生
が
台
湾
島
内
の
二
・
二
八
事
件
や
白
色

テ
ロ
な
ど
の
影
響
で
帰
郷
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
たど
。
こ
う
し
た
歴
史
に
翻
弄
さ
れ
た
台
湾
人
卒
業
生
に
つ
い
て
は
、
歴
史
を
追
い

つ
つ
慎
重
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
林
仲
樹
、
郭
明
昆
、
饒
正
太
郎
の
よ
う
な
早
世
し
た
卒
業
生
の
活
躍
は
、
歴
史
の
風
化

と
と
も
に
忘
れ
去
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
早
急
に
事
実
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
早
稲
田
大
学
台
湾
人
留
学
生
に
関
す
る
研
究
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
に
は
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
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し
て
い
る
。
今
後
は
、
台
湾
人
留
学
生
を
と
り
ま
く
問
題
点
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
台
湾
人
の
日
本
留
学
史
と
い
う
文
脈
か
ら
早
稲
田

大
学
の
台
湾
人
留
学
生
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
考
察
を
す
す
め
た
い
。

註（
１

）　
「
日
本
の
統
治
下
で
あ
っ
た
こ
と
や
、「
内
地
」
定
住
者
の
子
弟
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
必
ず
し
も
適
切
で
は
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
彼
ら
の
多
く
が
言
語
や
文
化
を
異
に
す
る
「
内
地
」
に

進
学
機
会
を
求
め
、
高
等
・
専
門
教
育
機
関
、
あ
る
い
は
中
等
教
育

機
関
に
在
籍
し
学
業
を
続
け
て
い
た
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
」
と
い

う
指
摘
の
よ
う
に
、
戦
前
の
台
湾
と
韓
国
併
合
後
の
朝
鮮
か
ら
の
学

生
た
ち
に
と
っ
て
、
留
学
生
と
い
う
分
類
は
、
決
し
て
妥
当
で
は
な

い
が
、
こ
こ
に
用
語
を
統
一
す
る
た
め
、「
留
学
生
」
を
使
用
す
る
。

佐
藤
由
美
・
渡
部
宗
助
「
戦
前
の
台
湾
・
朝
鮮
留
学
生
に
関
す
る
統

計
資
料
に
つ
い
て
」『
植
民
地
教
育
体
験
の
記
憶
（
植
民
地
教
育
史

年
報
）』
第
七
号
、
皓
星
社
、
二
〇
〇
五
年
、
八
二
頁
。

（
２

）　

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、

一
九
九
二
年
、
六
四
四
〜
六
五
三
頁
。

（
３

）　

拙
著
『
大
正
期
台
湾
人
の
「
日
本
留
学
」
研
究
』
龍
溪
書
舎
、
二

〇
一
二
年
。

（
４

）　

山
室
信
一
『
思
想
課
題
と
し
て
の
ア
ジ
ア　

基
軸
・
連
鎖
・
投
企
』

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
、
三
五
五
頁
。

（
５

）　

留
学
生
数
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
小
島
淑
男
『
留
日
学
生
の
辛
亥

革
命
』
青
木
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
三
頁
を
参
照
。

（
６

）　

法
政
大
学
法
政
速
成
科
、
明
治
大
学
経
緯
学
堂
、
早
稲
田
大
学
清

国
留
学
生
部
に
つ
い
て
は
、
山
室
信
一
、
前
掲
書
、
三
二
二
〜
三
四

二
頁
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第

二
巻
、
一
九
八
一
年
、
一
六
〇
〜
一
九
五
頁
、
高
田
幸
男
・
李
英
美

「
ア
ジ
ア
人
留
学
生
」
明
治
大
学
大
学
史
セ
ン
タ
ー
編
『
明
治
大
学

小
史
』
二
〇
一
一
年
、
二
〇
六
〜
二
〇
七
頁
な
ど
を
参
照
。

（
７

）　

詳
細
は
、
山
室
信
一
、
前
掲
書
、
三
二
二
〜
三
四
二
頁
、「
中
華

民
国
の
政
治
界
に
於
け
る
本
大
学
の
勢
力
」『
早
稲
田
学
報
』
第
二

一
九
号
、
一
九
一
三
年
、
一
九
頁
を
参
照
。

（
８

）　

韓
国
人
留
学
生
・
朝
鮮
人
留
学
生
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
早
稲
田

大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
九
五
〜
二
〇
七
頁
、
白
東
沢
編
集
『
韓

国
留
学
生
運
動
史
│
早
稲
田
大
学
우
리
同
窓
会
七
〇
年
史
│
』
早
稲

田
大
学
우
리
同
窓
会
、
一
九
七
六
年
を
参
照
。

（
９

）　

早
稲
田
大
学
校
友
会
女
子
同
好
会
編
『
早
稲
田
女
子
学
生
の
記
録

一
九
三
九
〜
一
九
四
八
』
一
九
七
九
年
、
一
〇
二
頁
。
そ
の
ほ
か
に
、

王
犀
（
一
九
四
三
年
・
政
治
経
済
学
部
入
学
）
や
王
亜
君
（
一
九
四

五
年
・
文
学
部
入
学
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
林
清
芬
編
『
臺
灣
戰

後
留
學
教
育
史
料
彙
編　

第
一
冊　

留
學
日
本
事
務
（
一
）』
國
史

館
（
台
北
）、
二
〇
〇
一
年
、
二
〇
九
頁
。

（
10
）　

前
掲
書
、『
早
稲
田
女
子
学
生
の
記
録
一
九
三
九
〜
一
九
四
八
』、
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八
七
頁
。

（
11
）　

明
治
大
学
の
留
学
生
数
の
推
移
に
つ
い
て
は
、
さ
ね
と
う
・
け
い

し
ゅ
う
『
中
国
人
日
本
留
学
史
』
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
、

一
三
八
〜
一
四
〇
頁
を
参
照
。

（
12
）　

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、

一
九
七
八
年
、
四
七
四
頁
。

（
13
）　

南
北
社
編
『
早
稲
田
生
活
』
南
北
社
、
一
九
一
三
年
、
一
八
〜
一

九
頁
。

（
14
）　

田
中
穂
積
「
鮮
満
北
支
を
視
て
│
十
月
二
十
四
日
大
隈
小
講
堂
に

於
け
る
講
演
」『
早
稲
田
学
報
』
第
四
八
九
号
、
一
九
三
五
年
、
二

〜
二
〇
頁
、
前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
六
四
〇
〜
六

四
三
頁
を
参
照
。

（
15
）　

本
稿
の
満
洲
留
学
生
と
は
、
一
九
三
二
年
の
満
洲
国
成
立
か
ら
一

九
四
五
年
満
洲
国
崩
壊
ま
で
の
満
洲
国
時
代
に
、
満
洲
地
域
か
ら
の

留
学
生
を
指
す
。
歴
史
的
用
語
と
し
て
の
満
洲
に
つ
い
て
は
、
小
峰

和
夫
『
満
洲
│
起
源
・
植
民
・
覇
権
』
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
九

年
、
渋
谷
由
里
『「
漢
奸
」
と
英
雄
の
満
洲
』
講
談
社
、
二
〇
〇
八

年
な
ど
を
参
照
。

（
16
）　

佐
藤
由
美
・
渡
部
宗
助
、
前
掲
文
、
九
八
頁
。

（
17
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
六
五
一
頁
。

（
18
）　

台
湾
人
内
地
留
学
生
名
簿
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
九

〇
〜
九
三
頁
を
参
照
。

（
19
）　

台
湾
人
留
学
生
の
監
督
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
著
、
九
〇
〜
一
〇

七
頁
を
参
照
。

（
20
）　

学
徒
勤
労
動
員
の
詳
細
は
、
前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二

巻
、
一
〇
三
八
〜
一
〇
五
六
頁
を
参
照
。

（
21
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
六
五
一
頁
。

（
22
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
六
五
〇
頁
。

（
23
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、
六
五
一
〜
六
五
二
頁
。

（
24
）　

朝
鮮
人
と
台
湾
人
の
志
願
者
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
早
稲
田
大
学

百
年
史
』
第
四
巻
、
六
五
二
〜
六
五
三
頁
を
参
照
。
ま
た
、
姜
徳
相

の
研
究
に
よ
れ
ば
、
専
修
大
学
の
場
合
、
学
部
で
は
台
湾
人
七
名
中

一
名
、
専
門
部
で
は
台
湾
人
七
名
中
三
名
、
同
志
社
大
学
は
、
学
部

で
は
台
湾
人
六
名
全
員
、
明
治
学
院
大
学
か
ら
は
三
二
名
の
朝
鮮
・

台
湾
出
身
者
が
志
願
し
た
と
い
う
。
姜
徳
相
『
朝
鮮
人
学
徒
出
陣

│
│
も
う
一
つ
の
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
九
年

（
第
四
刷
）、
二
六
五
〜
二
六
六
頁
。

（
25
）　

台
湾
人
志
願
者
の
壮
行
会
に
つ
い
て
、『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
は

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。「
陸
軍
特
別
志
願
制
度
が
施
行
せ
ら
る

や
台
鮮
学
徒
は
皇
国
民
た
る
光
栄
と
熱
情
も
て
内
地
学
徒
に
遅
れ
は

と
ら
じ
と
陸
続
蹶
起
、
学
園
に
学
ぶ
台
湾
学
徒
た
る
稲
門
湾
士
会
員

を
率
先
こ
れ
に
志
願
し
、
全
国
に
於
て
最
も
多
数
五
十
余
名
の
合
格

者
を
出
し
た
が
、
九
日
午
後
一
時
か
ら
甘
泉
園
に
出
陣
学
徒
を
中
心

に
全
会
員
が
集
ひ
園
遊
会
を
催
し
、
行
を
壮
に
し
た
」。『
早
稲
田
大

学
新
聞
』
一
九
四
四
年
一
月
二
〇
日
付
、
前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年

史
』
第
四
巻
、
六
五
三
〜
六
五
四
頁
を
参
照
。

（
26
）　
『
会
員
名
簿
』
を
通
し
て
、
日
本
名
に
改
名
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
留
学
生
と
し
て
は
、
徐
新
禄
（
徳
田
新
禄
）、
林
聡
敏
（
丸
山
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聡
敏
）、
曹
鎮
海
（
東
口
鎮
海
）、
王
萬
賢
（
三
上
高
賢
）、
徐
福
然
（
徳

田
善
三
）、
王
安
邦
（
大
久
保
忠
雄
）、
徐
滌
源
（
福
山
謙
次
）、
廖

忠
雄
（
田
中
忠
雄
）、
張
燕
翼
（
長
岡
博
文
）、
朱
國
煒
（
明
石
國
光
）、

劉
嘉
和
（
佐
山
龍
治
）、
蔡
森
撲
（
徳
山
博
）、
羅
阿
義
（
吉
見
議
雄
）、

洪
柳
昇
（
芝
澤
昇
三
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（
27
）　

台
北
帝
国
大
学
の
創
立
に
つ
い
て
は
、
呉
密
察
「
植
民
地
大
学
と

そ
の
戦
後
」
呉
密
察
・
黄
英
哲
・
垂
水
千
恵
編
『
記
憶
す
る
台
湾
│

帝
国
と
の
相
剋
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
年
を
参
照
。

（
28
）　

台
湾
教
育
令
（
一
九
一
九
年
）
や
第
二
次
台
湾
教
育
令
（
一
九
二

二
年
）
な
ど
の
教
育
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
、
台
湾
農
林
専
門
学
校
、

台
中
商
業
学
校
、
台
南
商
業
学
校
な
ど
の
実
業
学
校
・
専
門
学
校
が

次
々
と
改
称
さ
れ
、
増
設
さ
れ
た
。

（
29
）　

天
野
郁
夫
『
学
歴
の
社
会
史　

教
育
と
日
本
の
近
代
』
平
凡
社
、

二
〇
〇
五
年
、
一
一
九
〜
一
二
一
頁
。
東
京
慈
恵
会
医
科
専
門
学
校

（
東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
）
を
は
じ
め
、
国
家
試
験
の
特
典
が
得
ら

れ
る
医
学
専
門
学
校
へ
の
進
学
も
多
か
っ
た
。

（
30
）　

大
正
後
期
、
政
治
経
済
学
部
が
政
治
学
科
と
経
済
学
科
と
二
つ
の

コ
ー
ス
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
謝
國
城
、
呉
鴻
裕
を
除

き
、
卒
業
生
の
ほ
と
ん
ど
が
経
済
学
科
で
あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
三

八
年
度
大
学
部
政
治
学
科
卒
業
生
呉
鴻
裕
は
、「
卒
業
生
優
等
賞
」

と
「
教
職
員
賞
」
の
ダ
ブ
ル
受
賞
を
果
た
し
た
。

（
31
）　

木
村
毅
『
早
稲
田
外
史
』
講
談
社
、
一
九
六
四
年
、
一
六
五
頁
。

（
32
）　

明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻

（
通
史
編
Ⅰ
）、
一
九
九
二
年
、
五
九
二
〜
五
九
三
頁
。
一
九
六
二
年

は
早
稲
田
大
学
法
科
が
よ
う
や
く
中
央
大
学
に
つ
ぎ
、
は
じ
め
て
東

京
大
学
を
凌
い
で
司
法
国
家
試
験
合
格
者
の
第
二
位
を
占
め
る
こ
と

に
な
っ
た
。
木
村
毅
、
前
掲
書
、
一
六
五
〜
一
六
六
頁
。

（
33
）　

専
門
部
工
科
の
設
置
理
由
と
学
科
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
前
掲

『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
〇
一
〇
〜
一
〇
二
〇
頁
を
参

照
。

（
34
）　

例
え
ば
、黄
呈
聡
（
実
業
部
農
業
科
、一
九
〇
七
年
）、王
敏
川
（
元

師
範
部
乙
科
、
一
九
〇
九
年
）、
劉
鳳
岐
（
公
学
師
範
部
乙
科
、
一

九
一
一
年
）、
黄
毓
材
（
国
語
部
、
一
九
一
一
年
）、
鄭
其
芹
・
巫
川

（
国
語
部
、
一
九
一
二
年
）、
彭
木
發
（
公
学
師
範
部
乙
科
、
一
九
一

二
年
）、
何
春
喜
・
劉
達
麟
（
国
語
部
、
一
九
一
三
年
）、
施
添
福
（
公

学
師
範
部
乙
科
、
一
九
一
三
年
）、
王
金
海
・
呉
鏡
澄
（
公
学
師
範

部
乙
科
、
一
九
一
七
年
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
台
湾
総
督
府
国
語

学
校
『
台
湾
総
督
府
国
語
学
校
一
覧　

自
大
正
六
年
至
大
正
七
年
』

一
九
一
七
年
、
二
一
〇
〜
二
四
七
頁
。

（
35
）　

川
島
真
「
過
去
の
浄
化
と
将
来
の
選
択
：
中
国
人
・
台
湾
人
留
学

生
」
劉
傑
・
川
島
真
編
『
一
九
四
五
年
の
歴
史
認
識
│
「
終
戦
」
を

め
ぐ
る
日
中
対
話
の
試
み
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
、
三

六
頁
。
ま
た
、
戦
後
中
華
民
国
の
日
本
留
学
政
策
に
つ
い
て
は
、
林

清
芬
編
、
前
掲
書
、
同
『
臺
灣
戰
後
留
學
教
育
史
料
彙
編　

第
一
冊　

留
學
日
本
事
務
（
二
）』
國
史
館
（
台
北
）、
二
〇
〇
三
年
を
参
照
。

な
お
、
一
九
四
九
年
以
降
、
中
国
人
留
学
生
の
帰
国
選
択
に
つ
い
て

は
、
王
雪
萍
「
留
日
学
生
の
選
択
│
│
〈
愛
国
〉
と
〈
歴
史
〉」
劉
傑
・

川
島
真
編
、
前
掲
書
、
二
〇
三
〜
二
三
二
頁
を
参
照
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（
36
）　

林
清
芬
編
、
前
掲
書
、『
臺
灣
戰
後
留
學
教
育
史
料
彙
編　

第
一

冊　

留
學
日
本
事
務
（
一
）』
二
一
九
〜
二
二
〇
頁
。

（
37
）　

川
島
真
、
前
掲
書
、
三
六
頁
。

（
38
）　

台
湾
人
留
学
生
の
取
り
扱
い
に
対
す
る
中
華
民
国
の
政
策
に
つ
い

て
は
、
川
島
真
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
39
）　

一
九
〇
二
年
、
早
稲
田
大
学
と
改
称
後
、
大
学
部
政
治
経
済
科
が

新
設
さ
れ
る
と
同
時
に
、
従
来
の
邦
語
政
治
科
は
専
門
部
政
治
経
済

科
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
。
前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、

四
二
九
〜
四
三
四
頁
。

（
40
）　

木
村
毅
、
前
掲
書
、
一
八
一
頁
。

（
41
）　

井
上
清
『
日
本
帝
国
主
義
の
形
成
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
、

一
六
一
〜
一
六
二
頁
。

（
42
）　
「
少
な
く
と
も
、
ア
メ
リ
カ
政
治
学
関
係
の
著
作
の
選
択
に
関
す

る
か
ぎ
り
、
高
田
は
、
明
ら
か
に
当
時
台
頭
し
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ

カ
政
治
学
に
お
け
る
新
し
い
流
れ
に
、
積
極
的
な
関
心
を
寄
せ
て
い

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
高
田
は
、
現
代
ア
メ
リ
カ
政
治
学
の
わ
が

国
へ
の
導
入
に
お
い
て
、
最
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
っ

た
」
の
で
あ
る
。
内
田
満
『
ア
メ
リ
カ
政
治
学
へ
の
視
座
│
早
稲
田

政
治
学
の
形
成
過
程
│
』
三
嶺
書
房
、
一
九
九
二
年
、
三
三
頁
。

（
43
）　

早
稲
田
大
学
創
立
七
十
五
周
年
記
念
出
版
社
会
科
学
部
門
編
纂
委

員
会
（
吉
村
正
代
表
）『
近
代
日
本
の
社
会
科
学
と
早
稲
田
大
学
』

一
九
五
七
年
、
高
橋
誠
一
郎
「
経
済
学
。
わ
が
師
、
我
が
友
」（
六
）

『
経
済
評
論
』
一
九
五
五
年
五
月
号
な
ど
を
参
照
。

（
44
）　

一
八
八
八
年
「
六
月
課
程
表
に
は
、
政
治
科
第
三
年
前
期
に
「
国

会
法
」
の
講
義
が
新
設
さ
れ
、
そ
れ
と
並
ん
で
同
科
第
三
年
前
、
後

期
に
隔
週
一
回
の
「
国
会
法
演
習
」
が
置
か
れ
て
い
る
。
議
会
開
設

を
二
年
後
控
え
た
こ
の
時
期
に
あ
っ
て
、
学
苑
が
こ
れ
ら
の
科
目
を

設
置
し
た
こ
と
は
、
高
田
の
強
い
主
張
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
学
苑
の
特
色
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
た
、
ま
さ
に
特
筆
す
べ
き

新
機
軸
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
」
の
で
あ
る
。
前
掲
『
早
稲
田
大
学

百
年
史
』
第
一
巻
、
七
七
〇
頁
。
国
会
演
習
の
変
遷
と
擬
国
会
の
開

始
に
つ
い
て
は
同
書
の
「
第
九
章　

擬
国
会
の
由
来
」、
七
七
〇
〜

七
九
六
頁
を
参
照
。

（
45
）　

唐
澤
富
太
郎
『
学
生
の
歴
史
』
創
文
社
、
一
九
五
五
年
、
一
五
三

頁
。

（
46
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
一
巻
、
七
七
〇
〜
七
七
六
頁
。

「
国
会
演
習
」
は
早
稲
田
大
学
だ
け
で
は
な
く
、「
擬
国
会
」
と
い
っ

た
科
目
名
を
も
っ
て
明
治
大
学
、
第
三
高
等
学
校
な
ど
に
お
い
て
も

設
け
ら
れ
た
。

（
47
）　

前
掲
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
〇
二
三
〜
一
〇
二
八

頁
。

（
48
）　
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
中
国
に
関
す
る
も
の
、
ア
ジ
ア
を
論
じ
た
も
の
、

そ
し
て
国
防
・
外
交
・
資
源
等
、
早
稲
田
の
講
義
は
敏
感
に
時
の
赴

く
と
こ
ろ
を
感
知
し
、
そ
れ
に
反
応
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
前
掲

『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
二
巻
、
一
〇
二
四
頁
。

（
49
）　
『
台
湾
青
年
』
と
は
、
一
九
二
〇
年
七
月
に
創
刊
さ
れ
た
新
民
会

と
台
湾
青
年
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
台
湾
総
督
府
警
務
局
『
台
湾
社

会
運
動
史
』（
復
刻
版
）
龍
溪
書
舎
、
一
九
七
三
年
（
初
出
：『
台
湾
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総
督
府
警
察
沿
革
誌
』
第
二
編
領
台
以
後
の
治
安
状
況
中
巻
、
一
九

三
九
年
）、
二
八
〜
三
一
頁
。
そ
の
後
、
一
九
二
二
年
四
月
に
月
刊

『
台
湾
』（“T

H
E FO

RM
O
SA

”

）
に
誌
名
を
改
め
、
翌
年
四
月
に

漢
文
の
半
月
刊
『
台
湾
民
報
』
と
な
り
、
同
年
一
〇
月
か
ら
旬
刊
と

な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
五
年
七
月
に
週
刊
に
発
展
し
、
一
九
二
七

年
八
月
か
ら
は
台
湾
で
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
三
〇
年
三
月

に
週
刊
『
台
湾
新
民
報
』
に
改
名
、
一
九
三
二
年
四
月
か
ら
日
刊
紙

と
し
て
発
行
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
伊
藤
潔
『
台
湾
│
四
百
年
の
歴

史
と
展
望
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
四
頁
。

（
50
）　
「
科
外
講
義
」
の
講
演
者
と
演
題
の
詳
細
は
、
前
掲
『
早
稲
田
大

学
百
年
史
』
第
三
巻
、
四
八
二
〜
四
八
八
頁
を
参
照
。

（
51
）　

各
学
科
の
履
修
科
目
の
詳
細
は
、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン

タ
ー
所
蔵
﹇
３

号
館
旧
蔵
資
料
﹈：
Ｃ
付
属
学
校
（
旧
制
）（
明
治
35

年
│
昭
和
24
年
）・
５

専
門
部
「
昭
和
期
専
門
部
卒
業
証
明
書
・
学

業
成
績
証
明
書
」（
５

│
28
）
を
参
照
。

（
52
）　

原
文
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。「
尤
其
是
對
政
治
課
、
除
了
向
不

缺
課
外
、
我
並
且
時
常
到
各
政
治
學
教
授
的
宿
舎
中
、
請
他
們
作
課

外
的
指
導
。
那
時
教
民
衆
政
治
的
是
安
部
磯
雄
先
生
、
教
政
治
機
構

的
是
高
橋
清
吾
先
生
、
教
植
民
地
統
治
的
是
淺
見
澄
郎
先
生
」。
楊

肇
嘉
『
楊
肇
嘉
回
憶
録
（
上
）』
三
民
書
局
（
台
北
）、
一
九
六
七
年
、

二
二
五
頁
。

（
53
）　

政
治
経
済
科
教
員
安
部
磯
雄
の
唱
え
続
け
た
「
万
事
公
明
正
大
主

義
」
と
「
共
存
共
栄
主
義
」
が
、
政
治
経
済
学
科
専
門
部
出
身
の
黄

呈
聡
の
論
考
「
台
湾
の
経
済
的
危
機
」（『
亜
細
亜
公
論
』
第
一
巻
第

三
号
、
一
九
二
二
年
）
の
中
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
は
一
例
と
し
て
挙

げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
54
）　

高
橋
都
素
武
『
全
国
学
校
案
内
』（
復
刻
版
・
近
代
日
本
青
年
期

教
育
叢
書
・
第
Ⅴ
期
第
一
一
巻
）、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九

二
年
、
二
〇
〜
二
一
頁
。

（
55
）　

南
北
社
編
、
前
掲
書
、
三
〇
三
〜
三
〇
四
頁
。

（
56
）　

日
本
人
卒
業
生
の
新
聞
関
係
へ
の
就
職
に
つ
い
て
は
、
真
辺
将
之

『
東
京
専
門
学
校
の
研
究
│
│
「
学
問
の
独
立
」
の
具
体
相
と
「
早

稲
田
憲
法
草
案
」』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇
一
〇
年
、
一
九
七

〜
一
九
九
頁
を
参
照
。

（
57
）　
『
花
蓮
港
廳
報
國
會
記
念
帳
』
花
蓮
港
廳
報
國
會
、
一
九
三
八
年
。

（
58
）　

江
間
章
子
『
埋
も
れ
詩
の
焔
ら
』
講
談
社
、
一
九
八
五
年
、
二
〇

〇
頁
。
ま
た
、
饒
正
太
郎
は
「
中
野
区
高
根
町
六
番
地
の
自
宅
に
発

行
所
を
お
い
て
、
親
し
い
川
村
欽
吾
、
桑
原
啓
介
、
小
林
善
雄
、
左

川
ち
か
、
私
な
ど
に
よ
び
か
け
て
、『
カ
イ
エ
』（CA

H
IER

）
を
創

刊
す
る
」
の
で
あ
る
。
同
書
、
一
八
〇
頁
。

（
59
）　

饒
正
太
郎
と
『
新
領
土
』
に
つ
い
て
は
、
中
井
晨
「『
言
語
文
化
』 

創
刊
に
あ
た
っ
て
」『
言
語
文
化
』
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
、

一
九
九
八
年
、
同
「
鮎
川
信
夫
と 

『
新
領
土
』」
そ
の
一
〜
そ
の
一

一
の
一
『
言
語
文
化
』
同
志
社
大
学
言
語
文
化
学
会
、
二
〇
〇
〇
〜

一
一
年
な
ど
を
参
照
。

（
60
）　

江
間
章
子
、
前
掲
書
、
二
二
〇
〜
二
二
一
頁
。

（
61
）　
『
20
世
紀
』
七
月
号
、
一
九
三
六
年
、
江
間
章
子
、
前
掲
書
、
二

〇
三
〜
二
〇
四
頁
を
参
照
。
な
お
『
20
世
紀
』
の
発
行
期
間
は
、
一
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九
三
四
年
一
二
月
か
ら
一
九
三
六
年
一
二
月
ま
で
で
あ
っ
た
。

（
62
）　

黄
朝
琴
『
朝
琴
回
憶
録
：
台
湾
政
界
耆
宿
黄
朝
琴
』
龍
文
出
版
社

（
台
北
）、
二
〇
〇
一
年
。

（
63
）　

瞿
欣
怡
『
打
一
場
生
命
的
好
球
〜
棒
球
之
父
謝
國
城
的
故
事
』
天

下
遠
見
出
版
股
份
有
限
公
司
（
台
北
）、
二
〇
一
一
年
。

（
64
）　

聞
懷
德
『
臺
灣
名
人
傳
』
商
業
新
聞
社
（
台
北
）、
一
九
五
六
年
、

『
会
員
名
簿
（
昭
和
二
九
年
用
）』
早
稲
田
大
学
校
友
会
、
一
九
五
四

年
。

（
65
）　

親
族
称
謂
に
関
心
を
も
ち
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
、
一
九
三
四
年

に
、
外
務
省
文
化
事
業
部
の
補
給
生
と
し
て
、
北
京
に
派
遣
さ
れ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
郭
明
昆
著
・
李
獻
璋
編
『
中
国
の
家
族
制
度
及
び

言
語
の
研
究
』
東
方
学
会
、
一
九
六
二
年
、
五
六
〇
頁
。

（
66
）　

田
中
豊
治
「
ア
ジ
ア
社
会
論
へ
の
社
会
学
的
視
座
〜
中
国
人
社
会

学
者
・
呉
主
恵
の
学
問
と
生
涯
」『
研
究
論
文
集
』
第
四
三
号
、
佐

賀
大
学
、
一
九
九
六
年
、
三
〜
四
頁
を
参
照
。

（
67
）　

こ
こ
で
は
、一
九
四
〇
年
、呉
主
恵
が
商
学
部
で
の
開
講
科
目
「
中

国
語
」
の
要
綱
を
挙
げ
て
お
く
。「
本
科
目
の
授
業
は
こ
れ
をEle-

m
entary Course

とA
dvanced course

と
に
分
ち
、
前
者
に
於

て
は
、
発
音
の
基
礎
概
念
及
び
各
種
の
語
形
を
与
へ
、
支
那
語
の
組

織
的
研
究
に
伴
ひ
、
会
話
の
実
際
的
応
用
を
活
か
し
且
つ
支
那
現
代

文
を
理
解
せ
し
め
る
様
に
努
め
、
後
者
に
於
て
は
、
先
づ
会
話
の
全

面
的
活
用
に
力
を
注
ぎ
、
且
つ
支
那
語
に
依
っ
て
新
聞
、
雑
誌
、
論

説
等
の
研
究
に
関
す
る
基
礎
知
識
及
び
其
の
実
際
的
方
面
を
授
け
、

他
方
に
於
て
は
商
業
通
信
文
、
書
式
、
広
告
文
等
の
研
究
を
行
ひ
、

以
っ
て
支
那
の
商
業
経
済
事
情
を
把
握
せ
し
む
る
事
を
期
す
る
も
の

で
あ
る
」。
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
﹇
３

号
館
旧

蔵
資
料
﹈：
Ｂ
旧
制
大
学
（
明
治
35
年
│
昭
和
24
年
）・
２

研
究
科
・

大
学
院
・
大
学
部
・
学
部
：「
昭
和
15
年
度
商
学
部
学
科
配
当
表
講

義
要
項
」（
２

│
38
）。

（
68
）　

安
藤
彦
太
郎
『
未
来
に
か
け
る
橋
│
早
稲
田
大
学
と
中
国
│
』
成

文
堂
、
二
〇
〇
二
年
、
九
〇
頁
。

（
69
）　
「
そ
の
頃
、
東
洋
大
学
に
お
い
て
は
故
米
林
富
男
先
生
が
、
東
洋

大
学
社
会
学
部
・
大
学
院
の
設
立
に
敏
腕
を
ふ
る
わ
れ
て
お
ら
れ
、

米
林
先
生
の
「
東
洋
大
学
を
ア
ジ
ア
研
究
の
府
に
せ
ん
」
と
い
う
理

想
に
感
じ
、
ま
た
米
林
先
生
の
招
き
に
応
じ
て
東
洋
大
学
の
教
壇
に

立
た
れ
た
の
で
あ
る
」。「
は
じ
め
に
」
喜
多
川
豊
宇
『
現
代
社
会
学

〜
呉
社
会
学
の
構
想
と
課
題
』
東
出
版
、
一
九
七
五
年
を
参
照
。

（
70
）　

呉
主
恵
の
社
会
学
研
究
の
系
譜
な
ど
に
つ
い
て
は
、
喜
多
川
豊

宇
、
前
掲
書
を
参
照
。

（
71
）　

郭
明
昆
著
・
李
獻
璋
編
、
前
掲
書
、
五
五
九
頁
。

（
72
）　

安
藤
彦
太
郎
、
前
掲
書
、
八
四
頁
。

（
73
）　

一
八
八
六
年
に
相
馬
愛
蔵
が
早
稲
田
大
学
の
前
身
・
東
京
専
門
学

校
に
入
学
し
た
。
同
時
代
に
在
学
し
た
人
は
、
津
田
左
右
吉
、
塩
澤

昌
貞
、
木
下
尚
江
、
田
川
大
吉
郎
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
相
馬
愛
蔵

『
一
商
人
と
し
て
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
八
年
、
二
〇
三
頁
、
中
村

屋
編
集
『
相
馬
愛
蔵
・
黒
光
の
あ
ゆ
み
』
一
九
六
八
年
を
参
照
。
ま

た
、
津
田
左
右
吉
に
つ
い
て
は
、
今
井
修
「
津
田
左
右
吉
と
そ
の
時

代
」
美
濃
賀
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
集
『
津
田
左
右
吉
│
そ
の
人
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と
時
代
│
』
展
示
図
録
、
二
〇
〇
四
年
、
三
三
〜
四
一
頁
、
土
田
健

次
郎
「
津
田
左
右
吉
の
東
洋
思
想
史
研
究
」
早
稲
田
大
学
・
美
濃
加

茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
『
没
後
50
年
津
田
左
右
吉
展
』
展
示
図
録
、

二
〇
一
一
年
、
五
七
〜
六
二
頁
。

（
74
）　

相
馬
愛
蔵
が
郭
明
昆
に
支
援
し
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
郭
明
昆

著
・
李
獻
璋
編
、
前
掲
書
、
五
五
八
〜
五
五
九
頁
を
参
照
。

（
75
）　

東
洋
史
会
と
は
、「
本
大
学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
津
田
左
右
吉

（
一
八
七
三
│
一
九
六
一
）
を
中
心
に
、
大
正
末
よ
り
戦
中
・
戦
後

に
か
け
て
継
続
し
た
サ
ロ
ン
的
研
究
会
で
あ
り
、
津
田
の
薫
陶
を
う

け
た
国
史
・
東
洋
史
・
東
洋
哲
学
専
攻
の
若
手
研
究
者
を
主
要
な
メ

ン
バ
ー
と
し
つ
つ
も
、
学
生
や
学
外
か
ら
の
参
加
者
も
あ
っ
て
、
か

な
ら
ず
し
も
大
学
・
学
部
・
専
攻
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
研
究
会

で
あ
っ
た
」。
今
井
修
「
津
田
左
右
吉
と
「
東
洋
史
会
」」『
早
稲
田

大
学
史
記
要
』
第
二
五
号
、
一
九
九
三
年
、
九
一
頁
。

（
76
）　

郭
明
昆
の
講
演
題
目
に
つ
い
て
、「
喪
服
の
規
定
よ
り
み
た
る
儀

礼
の
編
著
年
代
に
つ
い
て
」（
一
九
三
三
年
）、「
祖
と
祖
父
と
に
関

す
る
一
臆
説
」（
一
九
三
三
年
）、「
漢
語
に
お
け
る
形
体
観
念
に
つ

い
て
」（
一
九
三
七
年
）、「
宗
法
制
批
判
」（
一
九
四
〇
年
）
な
ど
の

例
が
あ
る
。
李
相
佰
は
「

昌
非
王
説
に
つ
い
て
」（
一
九
三
九
年
）、

「
支
那
見
聞
談
」
な
ど
の
題
目
を
報
告
し
た
。
今
井
修
、
前
掲
文
、「
津

田
左
右
吉
と
「
東
洋
史
会
」」、
九
四
〜
一
〇
〇
頁
。

（
77
）　

美
濃
賀
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
集
、
前
掲
書
、『
津
田
左
右
吉

│
そ
の
人
と
時
代
│
』
展
示
図
録
、
一
七
頁
。

（
78
）　

東
洋
思
想
研
究
室
の
開
設
と
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。「「
東
洋
史
会
」
と
も
関
連
し
て
、
昭
和
一
〇
年
、

津
田
を
中
心
に
「
早
稲
田
大
学
東
洋
思
想
研
究
室
」
が
開
設
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
研
究
室
は
金
子
馬
治
常
任
理
事
・
吉
江
喬
松
文
学
部

長
と
協
議
し
た
上
で
、
文
学
部
か
ら
独
立
し
た
東
洋
学
研
究
の
機
関

と
し
て
恩
賜
館
三
階
の
一
室
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
研
究

員
は
福
井
康
順
、
出
石
誠
彦
、
栗
田
直
躬
、
小
林
昇
、
李
相
佰
、
郭

明
昆
ら
と
「
東
洋
史
会
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
ほ
と
ん
ど
か
さ
な
」

る
。
今
井
修
、
前
掲
文
、「
津
田
左
右
吉
と
「
東
洋
史
会
」」、
一
〇

八
頁
。
津
田
左
右
吉
と
東
ア
ジ
ア
地
域
出
身
の
教
え
子
に
つ
い
て

は
、
土
田
健
次
郎
「
津
田
左
右
吉
と
ア
ジ
ア
の
弟
子
た
ち
」
早
稲
田

大
学
・
美
濃
加
茂
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
編
、
前
掲
書
、『
没
後
50
年

津
田
左
右
吉
展
』
展
示
図
録
、
二
二
頁
。

（
79
）　

郭
明
昆
は
四
回
ほ
ど
『
東
洋
学
報
』
に
投
稿
し
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、
津
田
左
右
吉
主
宰
の
『
東
洋
思
想
研
究
室
年
報
』
が
創
刊

さ
れ
て
か
ら
は
、
一
度
も
『
東
洋
学
報
』
に
投
稿
し
な
か
っ
た
と
み

ら
れ
る
。

（
80
）　
「
は
し
が
き
」
津
田
左
右
吉
編
輯
『
東
洋
思
想
研
究
』
第
一
号
、

岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
。

（
81
）　

李
相
佰
は
「
朝
鮮
に
於
け
る
婦
女
再
嫁
禁
止
習
俗
の
由
来
に
つ

い
て
」（
第
一
号
、
一
九
三
七
年
）、「
斥
仏
運
動
の
意
義
に
つ
い
て
」

（
第
二
号
、
一
九
三
八
年
）、「
斥
仏
運
動
の
胎
生
と
成
長
」（
第
三
号
、

一
九
三
九
年
）、「
朝
鮮
に
於
け
る
「
諺
文
」
の
起
源
に
つ
い
て
」（
第

四
号
、
一
九
四
九
年
）
な
ど
の
論
考
を
発
表
し
た
。

（
82
）　

一
九
四
九
年
の
『
東
洋
思
想
研
究
』
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
華
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語
に
お
け
る
形
体
観
念
」
と
題
す
る
論
文
は
、
郭
明
昆
の
遺
稿
と

な
っ
た
。
こ
の
論
文
の
校
正
に
は
、
郭
明
昆
に
親
交
の
あ
っ
た
李
獻

璋
が
担
当
し
た
。「
あ
と
が
き
」
津
田
左
右
吉
編
輯
『
東
洋
思
想
研

究
』
第
四
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
、
三
一
三
頁
。

（
83
）　

郭
明
昆
「
華
語
に
お
け
る
形
体
観
念
」
津
田
左
右
吉
編
輯
『
東
洋

思
想
研
究
』
第
四
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
九
年
、
二
二
八
頁
。
林

茂
生
に
つ
い
て
は
、
李
筱
峰
『
林
茂
生
・
陳

和
他
們
的
時
代
』
玉

山
社
（
台
北
）、
一
九
九
六
年
を
参
照
。

（
84
）　

郭
明
昆
著
・
李
獻
璋
編
、
前
掲
書
、
七
頁

（
85
）　

李
成
市
「
李
相
佰
の
学
問
的
業
績
に
つ
い
て
」『
早
稲
田
大
学
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
80
年
史
〜
『
Ｒ
Ｄ
Ｒ
60
』
と
そ
の
後
の
20
年
〜
』

早
稲
田
大
学
Ｒ
Ｄ
Ｒ
倶
楽
部
、
二
〇
〇
二
年
、
一
五
八
頁
。

（
86
）　

郭
明
昆
著
・
李
獻
璋
編
、
前
掲
書
、
七
頁
。

（
87
）　

本
書
は
中
国
の
家
族
制
度
・
親
族
称
謂
に
関
す
る
論
文
九
篇
と
、

中
国
語
に
関
す
る
論
文
三
篇
を
す
べ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
88
）　

他
方
、『
台
湾
』
に
改
題
し
て
か
ら
は
、
文
末
に
本
名
も
し
く
は

ペ
ン
ネ
ー
ム
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
、
王
敏
川
に

よ
る
翻
訳
の
数
が
最
も
多
く
み
ら
れ
る
。
翻
訳
者
の
詳
細
は
、
前
掲

拙
著
、
二
三
〇
〜
二
三
三
頁
、
二
四
八
〜
二
五
二
頁
を
参
照
。
ま
た

日
本
語
を
漢
文
（
植
民
地
漢
文
）
に
翻
訳
す
る
歴
史
的
展
開
に
つ
い

て
は
、
陳
培
豊
『
日
本
統
治
と
植
民
地
漢
文
〜
台
湾
に
お
け
る
漢
文

の
境
界
と
想
像
』
三
元
社
、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。

（
89
）　
『
台
湾
青
年
』
と
同
様
に
、『
亜
細
亜
公
論
』
も
創
刊
当
時
か
ら
、

日
本
の
社
会
主
義
者
、
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
が
原
稿
の
供
給
源
と
し
て
重

要
な
役
割
を
担
っ
た
。
後
藤
乾
一
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
雑
誌

『
亜
細
亜
公
論
』
│
そ
の
史
的
意
味
と
時
代
背
景
」『
ア
ジ
ア
太
平
洋

討
究
』
第
一
二
号
、
早
稲
田
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
、

二
〇
〇
九
年
を
参
照
。

（
90
）　

馬
伯
援
は
一
九
一
四
年
末
、
再
び
来
日
し
、
中
国
留
学
生
基
督
教

学
生
青
年
会
早
稲
田
支
部
幹
事
、
中
国
留
学
生
基
督
教
学
生
青
年
会

神
田
本
会
総
幹
事
を
歴
任
し
た
。
劉
紹
唐
編
『
民
國
人
物
小
傳
』
伝

記
文
学
出
版
社
（
台
北
）、
一
九
七
七
年
、
一
一
二
〜
一
一
四
頁
。

（
91
）　

台
湾
総
督
府
警
務
局
、
前
掲
書
、
二
五
頁
。

（
92
）　

小
野
容
照
「
植
民
地
朝
鮮
・
台
湾
民
族
運
動
の
相
互
連
帯
に
関
す

る
一
試
論
│
そ
の
起
源
と
初
期
変
容
過
程
を
中
心
に
│
」『
史
林
』

九
四
巻
二
号
、
史
学
研
究
会
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内
）、

二
〇
一
一
年
を
参
照
。

（
93
）　

荻
野
富
士
夫
編
『
特
高
警
察
関
係
資
料
集
成
〈
水
平
運
動
・
在
日

朝
鮮
人
運
動
〉〈
国
家
主
義
運
動
〉』
第
三
二
巻
、
不
二
出
版
、
二
〇

〇
四
年
、
五
五
頁
。

（
94
）　

楊
寧
一
「
近
代
に
お
け
る
早
稲
田
大
学
の
中
国
人
留
学
生
│
一
八

九
九
〜
一
九
三
一
年
を
中
心
に
」
韓
国
東
北
亜
歴
史
財
団
編
『
東
ア

ジ
ア
の
知
識
交
流
と
歴
史
記
憶
』
韓
国
東
北
亜
歴
史
財
団
、
二
〇
〇

九
年
、
一
一
二
頁
。

（
95
）　

当
時
台
湾
人
留
学
生
の
思
想
左
傾
化
に
対
し
、
国
民
党
政
府
当
局

は
か
な
り
警
戒
し
て
い
た
。
戦
後
初
期
の
台
湾
人
留
学
生
の
思
想
傾

向
に
つ
い
て
は
、
何
義
麟
「
戰
後
初
期
臺
灣
留
日
學
生
的
左
傾
言
論

及
其
動
向
」『
臺
灣
史
研
究
』
第
十
九
卷
第
二
期
、
中
央
研
究
院
台
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湾
史
研
究
所
（
台
北
）、
二
〇
一
二
年
を
参
照
。
な
お
、
昭
和
期
に

お
け
る
学
生
思
想
の
左
傾
化
に
つ
い
て
は
、
稲
垣
恭
子
・
竹
内
洋
編

『
不
良
・
ヒ
ー
ロ
ー
・
左
傾
│
教
育
と
逸
脱
の
社
会
』
人
文
書
院
、

二
〇
〇
二
年
、
文
部
省
学
生
部
『
左
傾
学
生
生
徒
の
手
記
』
第
一
〜

三
輯
〈
覆
刻
版
〉、
新
興
出
版
社
、
一
九
九
一
年
を
参
照
。

（
96
）　

二
・
二
八
事
件
と
白
色
テ
ロ
に
つ
い
て
は
、
若
林
正
丈
『
台
湾

│
│
変
容
し
躊
躇
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇

一
年
、
七
〇
〜
七
三
頁
を
参
照
。


